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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ウェアーウォッシングまたは自動皿洗いのための洗剤であって、
　該洗剤は、０．１～７０ｗｔ％のアルカリ源、０．０１～２０ｗｔ％の腐食防止剤、お
よび０．１～２０ｗｔ％の界面活性剤を含み、
　該腐食防止剤は、該腐食防止剤を基準として、２～８５ｗｔ％の水溶性カルシウム塩お
よび１０～９５ｗｔ％の水溶性マグネシウム塩、および２～５０ｗｔ％のグルコン酸塩を
含み、
　水溶性マグネシウム塩：水溶性カルシウム塩の重量比は、１～２：１～２であり、水溶
性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１より大きく、そして水溶性カルシ
ウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１９：１～１３であり、そして該洗剤を基準とし
て、リン含有化合物が０．５ｗｔ％未満である、洗剤。
【請求項２】
　０．１～１０ｗｔ％の腐食防止剤を含む、請求項１の洗剤。
【請求項３】
　水溶性マグネシウム塩：水溶性カルシウム塩の重量比が、１～１．５：１～１．５であ
り、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比が、１．２５より大きく、そし
て水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比が、１～１５：１～８である、請求項１の
洗剤。
【請求項４】
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　水溶性マグネシウム塩：水溶性カルシウム塩の重量比が、１～１．２５：１～１．２５
であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比が、１．５より大きく、そ
して水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比が、３～１０：１～５である、請求項１
の洗剤。
【請求項５】
　水溶性マグネシウム塩：水溶性カルシウム塩の重量比が、１：１であり、水溶性マグネ
シウム塩のグルコン酸塩に対する重量比が、２より大きく、そして水溶性カルシウム塩：
グルコン酸塩の重量比が、３～８：２～４である、請求項１の洗剤。
【請求項６】
　該グルコン酸塩が、グルコン酸ナトリウム、グルコン酸リチウム、グルコン酸カリウム
またはそれらの混合物からなる群から選択される、請求項１の洗剤。
【請求項７】
　該水溶性マグネシウム塩が、酢酸マグネシウム、安息香酸マグネシウム、臭化マグネシ
ウム、臭素酸マグネシウム、塩素酸マグネシウム、塩化マグネシウム、クロム酸マグネシ
ウム、クエン酸マグネシウム、ギ酸マグネシウム、ヘキサフルオロケイ酸マグネシウム、
ヨウ素酸マグネシウム、ヨウ化マグネシウム、乳酸マグネシウム、モリブデン酸マグネシ
ウム、硝酸マグネシウム、過塩素酸マグネシウム、ホスフィン酸マグネシウム、サリチル
酸マグネシウム、硫酸マグネシウム、亜硫酸マグネシウム、チオ硫酸マグネシウム、それ
らの水和物、およびそれらの混合物からなる群から選択される、請求項１の洗剤。
【請求項８】
　該水溶性カルシウム塩が、酢酸カルシウム、安息香酸カルシウム、臭素酸カルシウム、
臭化カルシウム、塩素酸カルシウム、塩化カルシウム、クロム酸カルシウム、リン酸二水
素カルシウム、ジチオン酸カルシウム、ギ酸カルシウム、グルコン酸カルシウム、グリセ
ロリン酸カルシウム、硫化水素カルシウム、ヨウ化カルシウム、乳酸カルシウム、メタケ
イ酸カルシウム、硝酸カルシウム、亜硝酸カルシウム、パントテン酸カルシウム、過塩素
酸カルシウム、過マンガン酸カルシウム、リン酸カルシウム、ホスフィン酸カルシウム、
サリチル酸カルシウム、コハク酸カルシウム、それらの水和物、およびそれらの混合物か
らなる群から選択される、請求項１の洗剤。
【請求項９】
　亜鉛含有化合物が０．５ｗｔ％未満である、請求項１の洗剤。
【請求項１０】
　アルミニウム含有化合物が０．５ｗｔ％未満である、請求項１の洗剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願へのクロスリファレンス
　本願は、米国の国内企業、Ｅｃｏｌａｂ　Ｉｎｃ．の名の下で２００８年５月２日に出
願され（ＵＳ米国を除く全ての国の指定のための出願人、およびＫｉｍ　Ｒ．Ｓｍｉｔｈ
、Ｍｉｃｈａｅｌ　Ｅ．Ｂｅｓｓｅ、Ｍｉｃｈａｅｌ　Ｊ．Ｂａｒｔｅｌｍｅ、およびＭ
ｉｃｈｅｌ　Ｌａｗｒｅｎｃｅ、米国の全ての国民、米国のみの指定のための出願人）、
そして２００７年５月４日に出願された、米国仮特許出願第６０／９２７、５７５号明細
書（その開示を、参照により本明細書中に取り込む。）への優先権を主張する。
【０００２】
　本願はまた、「水に不溶性の転化剤を有するクリーニング組成物および製造方法および
それらの使用」の題名の米国特許出願第　　　号明細書（代理人整理番号２４５４ＵＳ０
１）；「硬質表面をクリーニングする場合および自動ウェアーウォッシングマシーンでの
使用の場合の不溶性水酸化物のインシチュー製造用組成物および製造方法およびそれらの
使用」の題名の米国特許出願公開第　　　　号明細書（代理人整理番号　２４３７ＵＳ０
１）；「水処理システムおよび下流クリーニング法」の題名の米国特許出願公開第　　　
　　　号明細書（代理人整理番号　２４２８ＵＳ０１）；「クリーニング剤として水溶性
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マグネシウム化合物およびそれらの使用方法」の題名の米国特許出願公開第　　　　　　
　号明細書、（代理人整理番号　２３７２ＵＳＵ１）；「水溶性マグネシウム化合物を含
有するクリーニング組成物およびそれらの使用方法」の題名の米国特許出願公開第　　　
　　　号明細書、（代理人整理番号。２４８８ＵＳ０１）；「ＭＧ＋＋の化学品および液
体食品および工業的加工の熱的加工における汚染抑制のための方法」の題名の米国特許出
願公開第　　　　　号明細書、（代理人整理番号　２４００ＵＳ０１）；「硬質イオンお
よびシリケートを含む組成物ならびに腐食およびエッチを減少させるためのそれらの使用
法」の題名の米国特許出願公開第　　　　　号明細書、（代理人整理番号　１６３．２４
８７ＵＳ０１）；「硬質イオンおよびしきい剤ならびに腐食およびエッチを減少させるた
めの空の使用法」の題名の米国特許出願公開第　　　　号明細書、（代理人整理番号。１
６３．２４０６ＵＳ０１）；および「自動皿洗い機における使用のためのウェアーウォッ
シング組成物およびその使用方法」の題名の米国特許出願公開第　　　　　号明細書（代
理人整理番号　２３７８ＵＳ０１）に関連し、全ての共通の譲受人はＥｃｏｌａｂ、　Ｉ
ｎｃ．であり、本出願と同じ日である２００８年５月２日に出願されており、そして参照
により全ての目的のために、その全てを本明細書中に取り込む。
【０００３】
　本発明は、クリーニングの間の腐食に有益な効果を有する、水溶性マグネシウム塩、水
溶性カルシウム塩、およびグルコン酸塩を含む、組成物に関する。本組成物は、ガラス、
アルミニウム、またはスチールの腐食を減少できる。本発明はまた、これらの組成物の使
用方法に関する。
【背景技術】
【０００４】
　硬水は、物品の表面上に見える膜を堆積させた結果として、物品上にしみを生じる場合
がある。この膜は、硬水中に存在するカルシウムが沈殿し、そして表面上に堆積すること
によって生じる場合がある。そうした沈殿を防ぐために、クリーニング組成物は、キレー
ト剤を含むことができる。
【０００５】
　いくつかの状況では、カルシウム塩の沈殿は、有益であることができる。ガラスまたは
アルミニウムのエッチングまたは腐食は、ウェアーウォッシング（ｗａｒｅｗａｓｈｉｎ
ｇ）および表面クリーニングにおける共通の問題である。自動皿洗い機で繰り返し洗浄さ
れるガラス製品は、不可逆的である表面の曇りによって明らかとなるエッチングの問題を
生じる傾向を有する。この曇りは、ガラス表面から反射された光が虹色を示す玉虫色の膜
としてそれ自身を明らかにできる。このガラスは、繰り返し洗浄により徐々にさらに不透
明になる。ガラス製品腐食問題は、２つの別個の減少に関連すると考えられている；第１
は、シリケートネットワークの加水分解と共に、ガラス組成物それ自身からの鉱物のにじ
み出しによる浸食またはエッチングであり、そして第２は、洗剤のビルダーによるガラス
中に含まれるイオンのキレート化である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　カルシウム塩を制御して沈殿させることによって、普通の腐食防止剤は作用し、そうし
たエッチングまたは腐食を減少させる。グルコン酸カルシウムは、１つのそうした腐食防
止剤である。しかし、グルコン酸カルシウムは、望ましくないスケール（ｓｃａｌｅ）を
作る場合があり、またはクリーニングされるべきものの上に堆積する場合がある。
【０００７】
　望ましくない副作用としてのスケーリング（ｓｃａｌｉｎｇ）を生じない腐食防止剤を
達成するために、グルコン酸カルシウムを有する第２の硬質イオン（例えば、マグネシウ
ムイオン）を含めることは、直感と相容れない。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
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　予想外なことに、本発明者らは、ガラスおよびアルミニウムの腐食を相乗作用的に減少
させる組成物を開発した。相乗作用組成物は、表面上に見えるスケールを残さない、規定
された比率の水溶性カルシウム塩、水溶性マグネシウム塩、およびグルコン酸塩を含む。
相乗効果は、設計された実験から得られたデータ、および相乗効果に特に焦点を当てた分
析から決定されされた。相乗効果を達成する成分の比率は：
【表１】

を含む。
【０００９】
　これらの比率の成分の組み合わせはまた、相乗効果となる。比率を具体的に説明する組
み合わせは、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比が、１～２：２～１で
あり；水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比が、１以上であり；そして水
溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比が１～１９：１～１３であることを含む組成物
である。本発明は、水溶性カルシウム塩、水溶性マグネシウム塩、およびグルコン酸塩を
含む腐食防止剤組成物；腐食防止剤を含むクリーニング組成物；およびにクリーニング方
法、ならびに腐食を減少させる方法を含む。
【００１０】
　ある態様では、本発明は、腐食防止組成物に関する。腐食防止剤は、水溶性カルシウム
塩、水溶性マグネシウム塩、およびグルコン酸塩を含むことができる。この組成物は、約
１～約９８ｗｔ％の、水溶性カルシウム塩および水溶性マグネシウム塩、ならびに約１～
約６０ｗｔ％のグルコン酸塩を含むことができる。組成物中で、水溶性マグネシウム塩：
水溶性カルシウム塩の重量比は、約１～２：１～２であることができ；水溶性マグネシウ
ム塩のグルコン酸塩に対する重量比が、１より大きいことができ；そして水溶性カルシウ
ム塩：グルコン酸塩の重量比は、約１～１９：１～１３であることができる。
【００１１】
　ある態様では、本発明は、本腐食防止剤を含むクリーニング組成物に関する。クリーニ
ング組成物は、ウェアーウォッシングまたは自動皿洗いのための洗剤であることができる
。この洗剤は、アルカリ源および約０．０１～約２０ｗｔ％の本腐食防止剤を含むことが
できる。このクリーニング組成物は、硬質表面クリーナーであることができる。この硬質
表面クリーナーは、アルカリ源および約０．０１～約２０ｗｔ％の本腐食防止剤を含むこ
とができる。
【００１２】
　ある態様では、本発明は、本腐食防止剤または本クリーニング組成物を用いることに関
する。この方法は、本腐食防止剤または本クリーニング組成物を提供することを含むこと
ができる。この方法は、本腐食防止剤または本クリーニング組成物の水性用組成物を調製
することを含むことができる。この方法は、ウェアーまたは硬質表面等のクリーニングを
必要とする物体と、水性用組成物とを接触させることを含む。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、塩化マグネシウム、塩化カルシウム、およびグルコン酸ナトリウムの濃
度の関数としての、アルミニウムの減少した腐食を具体的に示す三成分グラフの形態で、
例１からのデータを示す。これらの３種の成分の比率の選択の相乗作用的相互作用は、ア
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ルミニウム表面上での目に見えるスケールの形成なく、アルミニウム、腐食試験用金属片
から溶解したアルミニウムを減少させた。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本明細書中で使用される場合、「水溶性」の用語は、１ｗｔ％超の濃度で水中に溶解さ
れることができること（化合物）をいう。
【００１５】
　本明細書中で使用される場合、「難溶性」または「難水溶性」の用語は、０．１～１．
０ｗｔ％の濃度だけしか水に溶解できないこと（化合物）をいう。
【００１６】
　本明細書中で使用される場合、「水に不溶性」の用語は、０．１ｗｔ％未満の濃度だけ
しか水に溶解できないこと（化合物）をいう。
【００１７】
　本明細書中で使用される場合、「キレート剤」および「金属イオン封鎖剤」の用語は、
（洗浄水、汚れおよび洗浄される基材からの）水の硬質イオン（ｗａｔｅｒ　ｈａｒｄｎ
ｅｓｓ　ｉｏｎ）と、特定のモル比で、（可溶性または可溶性でない）錯体を形成する化
合物をいう。水溶性の錯体を形成できるキレート剤は、三リン酸ナトリウム、ＥＤＴＡ、
ＤＴＰＡ、ＮＴＡ、クエン酸塩、およびその同類のものを含む。不溶性の錯体を形成でき
る金属イオン封鎖剤は、三リン酸ナトリウム、ゼオライトＡ、およびその同類のものを含
む。本明細書中で使用される場合、「キレート剤」および「金属イオン封鎖剤」の用語は
、同義である。
【００１８】
　本明細書中で使用される場合、「しきい剤（ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ　ａｇｅｎｔ）」の用
語は、溶液からの水の硬質イオンの結晶化を抑制するが、水の硬質イオンを有する特定の
錯体を形成する必要のない化合物をいう。これは、キレート剤または金属イオン封鎖剤と
しきい剤とを区別する。しきい剤は、ポリアクリレート、ポリメタクリレート、オレフィ
ン／マレイン酸のコポリマー、およびその同類のものを含む。
【００１９】
　本明細書中で使用される場合、「再付着防止剤」の用語は、クリーニングされる物体上
に再付着する代わりに水中に懸濁することを助ける化合物をいう。
【００２０】
　本明細書中で使用される場合、「ホスフェートを含まない」の用語は、ホスフェートも
しくはホスフェートを含有する化合物を含まないか、またはホスフェートもしくはホスフ
ェートを含有する化合物が加えられていないこと（組成物、混合物、または成分）をいう
。ホスフェートまたはホスフェートを含有する化合物が、ホスフェートを含まない組成物
、混合物、または成分の汚染を通して存在する場合、ホスフェートの量は、０．５ｗｔ％
未満であろう。ある態様では、ホスフェートの量は、０．１ｗｔ％未満である。ある態様
では、ホスフェートの量は、０．０１ｗｔ％未満である。
【００２１】
　本明細書中で使用される場合、「リンを含まない」の用語は、リンもしくはリン含有化
合物を含まないか、またはリンもしくはリン含有化合物が加えられていないこと（組成物
、混合物、または成分）をいう。リンまたはリン含有化合物が、リンを含まない組成物、
混合物、または成分の汚染を通して存在する場合、リンの量は、０．５ｗｔ％未満であろ
う。ある態様では、リンの量は、０．１ｗｔ％未満であろう。ある態様では、リンの量は
、０．０１ｗｔ％未満であろう。
【００２２】
　「クリーニング」は、汚れ除去、漂白、微生物数の減少、もしくはそれらの組み合わせ
を行うこと、または汚れ除去、漂白、微生物数の減少、もしくはそれらの組み合わせの助
けとなるものを意味する。
【００２３】
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　本明細書中で使用される場合、「ウェアー」の用語は、食器および調理器具等の品目を
含む。本明細書中で使用される場合、「ウェアーウォッシング」の用語は、ウェアーを洗
浄すること（ｗａｓｈｉｎｇ）、クリーニングすること、またはすすぐこと（ｒｉｎｓｉ
ｎｇ）をいう。
【００２４】
　本明細書中で使用される場合、「硬質表面」の用語は、シャワー、洗面台、トイレ、バ
スタブ、調理台、窓、鏡、輸送車両、床、およびその同類のものを含む。
【００２５】
　本明細書中で使用される場合、「ヘルスケアー表面」の表現は、ヘルスケアー活動の一
部として用いられる、器具、デバイス、カート、かご、家具、構造、建物、またはその同
類のものの表面をいう。ヘルスケアー表面の例は、医療用または歯科用器具の表面、医療
用または歯科用デバイスの表面、患者お健康を監視するために用いられる電子装置の表面
、およびヘルスケアーが行われる床、壁、または構造付帯物の表面を含む。ヘルスケアー
表面は、病院、手術室、慢性病室、分娩室、霊安室、および臨床診断室において見いださ
れる。これらの表面は、（床、便器等の）「硬質表面」、または織物表面、例えば、（手
術衣類、掛け布、シーツと枕カバー、包帯等の）、ニット、織物、および不織布の表面、
または（人工呼吸器、診断装置、シャント、ボディースコープ、車いす、ベッド等の）患
者治療装置、または手術および診断装置に代表されるものであることができる。ヘルスケ
アー表面は、動物のヘルスケアーに用いられる物品および表面を含む。
【００２６】
　本明細書中で使用される場合、「器具」の用語は、本発明によって安定化させた組成物
を用いたクリーニングから利益を受けることができる種々の医療用器具もしくは歯科用器
具または医療用エバイスもしくは歯科用デバイスをいう。
【００２７】
　本明細書中で使用される場合、「医療用器具」、「歯科用器具」、「医療用デバイス」
、「歯科用デバイス」、「医療用装置」、または「歯科用装置」の表現は、薬学または歯
科中で使用される、器具、デバイス、ツール、電気器具、装置、および装置類をいう。そ
うした器具、デバイス、および装置は、冷殺菌され、浸けられまたは洗浄され、そして次
に熱殺菌され、またはさもなければ、本発明の組成物中でのクリーニングから利益を受け
ることができる。これらの種々の器具、デバイスおよび装置は：診断器具、トレイ、パン
（ｐａｎ）、ホルダー、ラック、鉗子、はさみ、裁ちばさみ、のこぎり（例えば、骨のこ
ぎりおよびそれらの刃）、止血鉗子、ナイフ、のみ、骨鉗子、やすり、ニッパ、ドリル、
ドリルビット、石目やすり、バリ、拡張器、ブレーカー、エレベーター、クランプ、持針
器、キャリアー、クリップ、フック、丸たがね、キュレット、開創器、ストレートナー、
パンチ、抽出器、ひしゃく、角膜切開刀、スパチュラ、エクスプレッサー（ｅｘｐｒｅｓ
ｓｏｒ）、套管針、拡張器、かご、ガラス製品、チューブ、カテーテル、カニューレ、プ
ラグ、ステント、顕微鏡（例えば、内視鏡、聴診器、および関節鏡）および関連した装置
、およびその同類のもの、またはそれらの組み合わせを含むがこれらに限られない。
【００２８】
　本明細書中で使用される場合、固体クリーニング組成物は、粉末、薄片、粒体、ペレッ
ト、錠剤、トローチ剤、パック、ブリケット、れんが、固体ブロック、単位用量、または
当業者に知られた他の固体形態等の固体形態のクリーニング組成物をいう。「固体」の用
語は、固体洗剤組成物の貯蔵および使用の予想された条件下での洗剤組成物の状態をいう
。一般的に、洗剤組成物は、約１０００Ｆまで、および約１２００Ｆ超の温度に曝される
場合、固体形態のままであることが期待される。
【００２９】
　加工される組成物を記載するために使用される「固体」の用語によって、硬化された組
成物が認識できる程度で流動せず、そして例えば、鋳型から除去された場合の鋳型の形、
押出機から押し出されて形成された物品の形、およびその同類のものとしての形を、適度
の応力もしくは圧力または単なる重力下で、実質的に保持することを意味する。充実注型
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体ブロックの硬度から、コーキング材に類似の可鍛性およびスポンジ状であるとして特徴
付けられる硬さまでであることができる。
【００３０】
　本明細書中で使用される場合、「細胞培養培地中で使用される有機成分」の用語は、細
胞培養培地中で使用されて細胞に栄養を与え、そして細胞に成長のエネルギーを与える、
糖（例えば、グルコースまたはデキストロース）、アミノ酸、ビタミン、補因子、ピルビ
ン酸塩、有機バッファー、脂肪酸、およびヌクレオシドをいう。ＡＴＣＣ（Ａｍｅｒｉｃ
ａｎ　Ｔｙｐｅ　Ｃｕｌｔｕｒｅ　Ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ）カタログは、Ｄｕｌｂｅｃｃ
ｏ’Ｓ　Ｍｏｄｉｆｉｅｄ　Ｅａｇｌｅ’Ｓ　Ｍｅｄｉｕｍ（ＤＭＥＭ）、ＤＭＥＭの変
形（例えば、ＥＳ－ＤＭＥＭ、ＤＭＥＭ：Ｆ１２Ｍｅｄｉｕｍ）、Ｅａｇｌｅ’ｓ　Ｍｉ
ｎｉｍｕｎ　Ｅｓｓｅｎｔｉａｌ　Ｍｅｄｉｕｍ（ＥＭＥＭ）、Ｆ－１２Ｋ　Ｍｅｄｉｕ
ｍ、Ｈｙｂｒｉ－Ｃａｒｅ　Ｍｅｄｉｕｍ、　Ｉｓｃｏｖｅ’ｓ　Ｍｏｄｉｆｉｅｄ　Ｄ
ｕｌｂｅｃｃｏ’ｓ　Ｍｅｄｉｕｍ（ＩＭＤＭ）、Ｌｅｉｂｏｖｉｔｚ’ｓ　Ｌ－１５　
Ｍｅｄｉｕｍ、　ＭｃＣｏｙ’ｓ　５Ａ　Ｍｅｄｉｕｍ、　ＲＰＭＩ－１６４０　Ｍｅｄ
ｉｕｍを含む細胞培養培地を挙げており、そしてこれらの培地中の成分および成分の量の
リストを提供する。これらの培地は、その内容が知られた標準品である。これらの培地の
内容を、参照により本明細書中に取り込む。ある態様では、本組成物には、実質的に細胞
を培養する培地の任意の有機成分がない。ある態様では、本組成物には、細胞を培養する
培地の任意の有機成分がない。
【００３１】
　本明細書中で使用される場合、重量％（ｗｔ％）、重量によるパーセント、重量による
％、およびその同類のものは、物質の重量を、組成物の全重量で割って、そして１００を
掛けた物質の濃度をいうものと同義語である。
【００３２】
　本明細書中で使用される場合、本発明の組成物または本発明の方法において用いられる
成分の量を修飾する「約」の用語は、例えば、典型的な測定および濃縮物を製造するため
に使用される液体の取り扱い手順または実世界における溶液の使用を通して；これらの手
順における不注意でない誤差を通して；組成物を製造するのにまたは方法を実行するのに
、用いられる製造、原料、または成分の純度における相違を通して、起こることができる
数値量における変化、およびその同類のものをいう。「約」の用語によって修飾されてい
るかいないかに関わらず、請求項は、その量に均等な量を含む。
【００３３】
　グルコン酸カルシウムマグネシウム組成物
　本発明者らは、予想外なことに、水溶性マグネシウム塩、水溶性カルシウム塩、および
グルコン酸塩を含む組成物が、アルカリ性クリーナーを用いた、例えば、ガラス、磁器、
セラミック、アルミニウム、またはスチールの物品のクリーニングの間の腐食を減少させ
ることを発見した。この組成物は、アルミニウムの腐食を相乗作用的にさえ減少させた。
相乗作用的組成物は、規定された比率の水溶性カルシウム塩、水溶性マグネシウム塩、お
よびグルコン酸塩を含む。相乗効果を達成する成分の比率を表Ａに示す。
　表Ａ：相乗作用的重量比率
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【表２】

【００３４】
　「以上」によって、比率の内最初に示された数が増加できることを意味する。例えば、
１：１以上は、２：１、３：１、１．１：１、１．２：１などを含む。本発明はまた、「
約」の語によって修飾された表の中に記載された量および範囲を含む。
【００３５】
　水溶性マグネシウム塩、水溶性カルシウム塩、および水溶性グルコン酸塩の種々の組み
合わせを、例１中に記載したアルミニウムのための保護剤として評価し、アルミニウム腐
食試験用金属片から溶液中に溶解したアルミニウムのｐｐｍとして結果を報告した。この
データは、任意の個々の成分より良好な相乗作用的性能の定義として使用し、そして腐食
防止剤であることが知られているグルコン酸カルシウム系を含む任意の２成分の組み合わ
せ成分より、良好にアルミニウムを保護する、３種の成分の相乗作用の比率を明らかに示
す。さらに、スケーリングは、表Ａ中の比率に対応する相乗作用的範囲では観察されなか
った。
【００３６】
　本発明の組成物は、表Ｂに示された水溶性マグネシウム塩、水溶性カルシウム塩、およ
びグルコン酸塩の量を含むことができる。
　表Ｂ－Ｗｔ％による腐食防止剤組成物の濃縮物

【表３】

【００３７】
　それぞれの成分の量は、表Ａ中に記載した比率を達成するために使用できる。例えば、
１０ｗｔ％のグルコン酸塩を含む組成物は、２０ｗｔ％の水溶性マグネシウム塩および２
０ｗｔ％の水溶性カルシウム塩を含むことができ、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシ
ウム塩の重量比＝１：１、水溶性マグネシウム塩：グルコン酸塩の重量比＝２：１、およ
び水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比＝２：１を与える。これらの値のそれぞれ
は、表Ａに記載され、または表Ａに記載された範囲内にある。例えば、３種の成分の相乗
作用的組み合わせは、適当な比率で、１５～５０％の水溶性カルシウム塩、３０～７５％
の水溶性マグネシウム塩、および１～２５％のグルコン酸塩を含むことができる。
【００３８】
　本腐食防止剤は、表Ａおよび表Ｂに記載された量および比率で、水溶性カルシウム塩、
水溶性マグネシウム塩、およびグルコン酸塩のみを含むことができ。あるいは、本腐食防
止剤は、追加成分をまた含む組成物の一部であることができ、この場合、表Ｂから選択さ
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れた成分の量は、合計１００ｗｔ％である必要はなく、残りは、任意の追加の成分である
ことができる。本発明はまた、「約」によって修飾された表中の量および範囲を含む。
【００３９】
　本発明は、本腐食防止剤組成物を含むクリーニング組成物、およびこのクリーニング組
成物を用いた方法に関する。この組成物は、使用する溶液中において、スケール形成のな
い耐腐食／耐エッチを提供するために、界面活性剤、アルカリ源、および充分な水溶性マ
グネシウム塩、水溶性カルシウム塩、および水溶性グルコン酸塩を含むことができる。本
クリーニング組成物は、表Ｃに示された量で、界面活性剤、アルカリ源および本腐食防止
剤を含むことができる。
　表Ｃ－Ｗｔ％によるクリーニング組成物の濃縮物
【表４】

【００４０】
　本クリーニング組成物は、追加成分をまた含むことができる、この場合、表Ｃから選択
される成分の量は、合計で１００ｗｔ％になる必要はなく、残りは、任意の追加成分であ
ることができる。腐食防止剤は、洗剤組成物における等の、表面腐食を減少させるのに望
ましい任意の用途において使用できる。本発明はまた、「約」の語によって修飾された表
に記載された量および範囲を含む。
【００４１】
　ある態様では、本発明は、普通の洗剤成分が実質的にない（または普通の洗剤成分さえ
ない）、組成物および腐食および／またはエッチ制御のためのその組成物の使用に関する
。ある態様では、本腐食防止剤は、界面活性剤、アルカリ源、またはビルダーが実質的に
ない（または界面活性剤、アルカリ源、またはビルダーさえない）。この組成物は、使用
する溶液中でスケール形成のない耐腐食／耐エッチを提供するために、充分な水溶性マグ
ネシウム塩、水溶性カルシウム塩、および水溶性グルコン酸塩を含むことができる。そう
した腐食防止剤組成物は、単独で、または使用場所で（ａｔ　ｔｈｅ　ｌｏｃｕｓ　ｏｆ
　ｕｓｅ）で用いることができる、腐食防止剤またはその腐食防止剤を使用する組成物は
、当業者に知られた別個のクリーニング組成物と共に用いるか、または組み合わせて用い
ることができる。
【００４２】
　ある態様において、本組成物は、水溶性マグネシウム塩、水溶性カルシウム塩、および
グルコン酸塩から本質的になる。本明細書中で使用される場合、「本質的になっている」
または「本質的になる」の表現は、記載された成分（例えば、水溶性マグネシウム塩、水
溶性カルシウム塩、およびグルコン酸塩）を含むが、クリーニング組成物において一般的
に使用される有効量の任意のクリーニング成分が欠けていること（組成物）をいう。
【００４３】
　ある態様では、本組成物は、クリーニング組成物中で一般的に使用されるクリーニング
成分を含まない。本明細書中で使用される場合、「クリーニング組成物中で一般的に使用
されるクリーニング成分を含まない」の表現は、クリーニング組成物中で一般的に使用さ
れるクリーニング成分を含まないか、またはクリーニング組成物中で一般的に使用される
クリーニング成分が加えられていないこと（組成物、混合物、または成分）をいう。クリ
ーニング組成物中で一般的に使用されるクリーニング成分が、クリーニングにおいて一般
的に使用されるクリーニング成分を含まない組成物の汚染を通して存在する場合、クリー
ニング組成物中で一般的に使用されるクリーニング成分の量は、０．５ｗｔ％未満であろ
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う。ある態様では、クリーニング組成物中で一般的に使用されるクリーニング成分の量は
、０．１ｗｔ％未満である。ある態様では、クリーニング組成物中で一般的に使用される
クリーニング成分の量は、０．０１ｗｔ％未満である。
【００４４】
　本明細書中で使用される場合、「クリーニング組成物中で一般的に使用されるクリーニ
ング成分」は：アルカリ源、有機界面活性剤またはクリーニング剤（例えば、界面活性剤
または界面活性剤系、例えば、アニオン性、非イオン性、カチオン性、および両性イオン
性界面活性剤）、ｐＨ調整剤（例えば、有機または無機アルカリ源またはｐＨ緩衝剤）、
ビルダー（例えば、シリケート、カーボネート、サルフェート、それらからの塩または酸
等の無機ビルダー）、処理助剤、活性酸素化合物、ガラスまたは金属腐食防止剤、活性化
剤、リンス助剤機能性材料、漂白剤、消泡剤、再付着防止剤、安定剤、酵素、キレート剤
または金属イオン封鎖剤（例えば、ホスホネート、ホスフェート、アミノカルボキシレー
ト、ポリカルボキシレート、およびその同類のもの）、洗剤ポリマー、柔軟剤、酸源、溶
解度調整剤、漂白剤または追加の漂白剤、発泡剤、およびアルカリ源のための活性化剤を
いう。
【００４５】
　水溶性マグネシウム塩、水溶性カルシウム塩、および水溶性グルコン酸塩は、組成物が
、水等の希釈剤と混合できるように、充分に水に可溶性であり、この化合物は溶解する。
これに関連して、充分に水に可溶性とは、塩が水に比較的速い速度で溶解することを意味
する。ある態様では、水溶性マグネシウム塩、水溶性カルシウム塩、および水溶性グルコ
ン酸塩の溶解度は、約２０℃および大気圧下で、水中において少なくとも約０．５ｗｔ％
である。ある態様では、水溶性マグネシウム塩、水溶性カルシウム塩、および水溶性グル
コン酸塩は、溶液中で可溶性のままである。ある態様では、水溶性マグネシウム塩、水溶
性カルシウム塩、および水溶性グルコン酸塩は、溶液中で分散したままである。ある態様
では、いったん可溶化すると、水溶性マグネシウム塩、水溶性カルシウム塩、および水溶
性グルコン酸塩は、相互作用して、限定された水への溶解度（例えば、水に不溶性までも
の）を有する塩を生成する。これに関連して、「限定された水への溶解度」の表現は、溶
液から沈殿する傾向を有すること（塩）を意味する。ある態様では、限定された水への溶
解度を有する塩は、約２０℃および大気圧で、水中で、約０．５ｗｔ％未満の溶解度を有
する。
【００４６】
　水に不溶性の塩は、希釈剤が本組成物に加えられる場合、インシチュー（ｉｎ－ｓｉｔ
ｕ）で生成でき、または予め作られた錯体として溶液に加えることができる。水に不溶性
の塩をインシチューで生成させると、溶液中でその塩のさらに均質な分散体となることが
できる。予め作られた錯体として水に不溶性の塩を生成させることは、腐食防止剤をイン
シチューで生成させるのと同じレベルの有効性を達成しながら、より低い濃度の使用を可
能にする。
【００４７】
　動作理論
　本発明を制限しないが、ある態様において、硬質イオン（例えば、マグネシウムおよび
カルシウム）でできた塩およびグルコン酸塩は、本組成物に曝される物品の表面上に、微
細な保護膜を形成すると考えられている。この保護膜は、肉眼には透明、または見えない
ことができる。膜等は、溶液中に存在できる他の成分が物品の表面を攻撃し、そして腐食
させることを遅くさせ、または妨げるために、保護膜として機能できる。従って、この膜
は、犠牲層として機能し、そしてアルカリ源、ビルダー、または金属イオン封鎖剤等の他
の成分が、物品の表面を攻撃するよりもむしろ、膜の部分を攻撃し、そして除去すること
を可能にする。新たな膜が、新たな保護層を提供するために、表面上に堆積できるように
、比較的薄い膜は、続くクリーニングの間に表面から比較的容易に除去できる。従って、
膜は、表面上に恒久的に積み上がらず、そして玉虫色の膜または表面の曇りを形成する。
結果として、沈殿物の膜は、表面を保護するのに有用であるが、除去され、そして再生さ
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れることができる。
【００４８】
　本発明を制限しないが、ある態様において、腐食防止剤は、溶液中のアルカリ源または
ビルダーによって、および／または表面ヒドロキシル基を除去するための表面のアニーリ
ングによって、表面から抽出されたイオンを置き換えることにより表面を保護すると考え
られている。この保護膜は、次の洗浄サイクルの間に劣化する場合があり、そして塩の沈
殿の結果として、持続的に再生できる。
【００４９】
　本発明を制限しないが、ある態様において、塩の堆積速度は、概して全カチオンのアニ
オンに対する比率、およびまた、本組成物に与えられたマグネシウムイオンのカルシウム
イオンに対する比率によると考えられている。膜がエッチングに対して保護程に充分厚い
が、（例えば、食卓での）通常の使用状況において各人がガラスをそれとなく調べること
によって等、肉眼に対して比較的透明および／または実質的に見えない程に充分薄く表面
上に堆積されるように、これらの比率は操作できると考えられている。カチオンのアニオ
ンに対する比率を選択する場合に、水の硬度レベル、カチオン源、アニオン源、および保
護される表面の材料を含むがこれらに限られない多数の因子が考慮できる。
【００５０】
　本発明を限定しないが、ある態様において、マグネシウムイオンは、保護層が肉眼に見
えるまで堆積しないように、すなわち、スケールとして堆積しないように、グルコン酸カ
ルシウムの沈殿／膜形成を抑えると考えられている。
【００５１】
　水溶性マグネシウム塩
　好適な水溶性マグネシウム化合物は、酢酸マグネシウム、安息香酸マグネシウム、臭化
マグネシウム、臭素酸マグネシウム、塩素酸マグネシウム、塩化マグネシウム、クロム酸
マグネシウム、クエン酸マグネシウム、ギ酸マグネシウム、ヘキサフルオロケイ酸マグネ
シウム、ヨウ素酸マグネシウム、ヨウ化マグネシウム、乳酸マグネシウム、モリブデン酸
マグネシウム、硝酸マグネシウム、過塩素酸マグネシウム、ホスフィン酸マグネシウム、
サリチル酸マグネシウム、硫酸マグネシウム、亜硫酸マグネシウム、チオ硫酸マグネシウ
ム、それらの水和物、およびそれらの混合物からなる群から選択されたものを含む。これ
らの塩は、水和塩または無水塩として提供できる。
【００５２】
　直接食品と接触させるためのＧＲＡＳとして認可された水溶性マグネシウム化合物は、
塩化マグネシウムおよび硫酸マグネシウムを含む。
【００５３】
　水溶性カルシウム塩
　好適な水溶性カルシウム塩は、酢酸カルシウム、安息香酸カルシウム、臭素酸カルシウ
ム、臭化カルシウム、塩素酸カルシウム、塩化カルシウム、クロム酸カルシウム、リン酸
二水素カルシウム、ジチオン酸カルシウム、ギ酸カルシウム、グルコン酸カルシウム、グ
リセロリン酸カルシウム、硫化水素カルシウム、ヨウ化カルシウム、乳酸カルシウム、メ
タケイ酸カルシウム、硝酸カルシウム、亜硝酸カルシウム、パントテン酸カルシウム、過
塩素酸カルシウム、過マンガン酸カルシウム、リン酸カルシウム、ホスフィン酸カルシウ
ム、サリチル酸カルシウム、コハク酸カルシウム、それらの水和物、およびそれらの混合
物からなる群から選択されたものを含む。これらの塩は、水和化合物または無水化合物と
して提供できる。
【００５４】
　グルコン酸塩
　グルコン酸塩は、グルコン酸の塩である。水溶性グルコン酸塩、例えば、グルコン酸ナ
トリウムは、市販されている。さらなる市販されている形態のグルコン酸塩は、グルコン
酸カリウム、グルコン酸リチウム、およびグルコン酸マグネシウムを含む。
【００５５】
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　水
　水は、硬水、市中水、井戸水、都市水道水システムによって供給された水、私設給水シ
ステムによって供給された水、処理された水、またはこのシステムまたは井戸からの直接
の水であることができる。一般的に、硬水は、約１００ｐｐｍを超えたカルシウムおよび
マグネシウムイオンのレベルを有する水をいう。しばしば、硬水中のカルシウム：マグネ
シウムのモル比は、約２：１または約３：１である。ほとんどの場所は、硬水を有するが
、水の硬度は、１つの場所と別の場所では変わる傾向がある。水は、都市水道水または私
設給水システム、例えば、公共水道システムまたは井戸から得られた飲料水であることが
できる。
【００５６】
　本組成物の態様
　本グルコン酸カルシウムマグネシウム組成物は、種々の態様の組成物のいずれかで提供
できる。例えば、グルコン酸カルシウムマグネシウム組成物は、クリーニング組成物の成
分であることができる。そうしたクリーニング組成物は、グルコン酸カルシウムマグネシ
ウム組成物、界面活性剤、およびアルカリ源を含むことができる。
【００５７】
　ある態様では、本組成物には実質的に亜鉛がない。一般的に、腐食防止剤が故意に加え
られた亜鉛を含まない場合、本組成物は、実質的に亜鉛がないことで特徴付けることがで
きる。例えば、本組成物は、亜鉛を含まない場合、または亜鉛の量が約０．０１ｗｔ％未
満である場合、実質的に亜鉛がないとして特徴付けることができる。亜鉛は、あるビルダ
ーまたはキレート剤を不必要に消費する場合があり、それが、亜鉛を排除する理由である
。
【００５８】
　ある態様では、本組成物は、リンまたはニトリロ三酢酸（ＮＴＡ）を含有する化合物を
含まない。リンを含まないとは、リン含有化合物が加えられていない組成物、混合物、ま
たは成分をいう。リン含有化合物が存在する場合、生じた組成物中でリン含有化合物のレ
ベルは約１ｗｔ％未満、約０．５ｗｔ％未満、約０．１ｗｔ％未満、または約０．０１ｗ
ｔ％未満であろう。ＮＴＡのないは、ＮＴＡを含有する化合が加えられていない組成物、
混合物、または成分をいう。ＮＴＡを含有する化合物が存在する場合、生じた組成物中の
ＮＴＡのレベルは、約１ｗｔ％未満、約０．５ｗｔ％未満、約０．１ｗｔ％未満、約０．
０１ｗｔ％未満であろう。洗剤組成物に、ＮＴＡがない場合、洗剤組成物はまた、再付着
防止剤およびしみ除去剤として機能する塩素と適合する。
【００５９】
　ある態様では、本組成物は、直接的または間接的な食品添加物として、Ｕｎｉｔｅｄ　
Ｓｔａｔｅｓ　Ｆｏｏｄ　ａｎｄ　Ｄｒｕｇ　Ａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｉｏｎによって特
徴付けられた硬質イオン源（例えば、マグネシウムおよびカルシウムイオン）およびグル
コン酸塩を含む。
【００６０】
　ウェアーウォッシング組成物
　本グルコン酸カルシウムマグネシウム組成物は、ウェアーウォッシング組成物の成分と
して用いることができる。ウェアーウォッシングは、例えば、アルミニウム、ガラス、セ
ラミック、または磁器でできたウェアーをエッチできる。表Ｄは、好適なウェアーウォッ
シング組成物のための成分を記載する。本発明はまた、「約」の語によって修飾された表
中に記載された量および範囲を含む。
　表Ｄ－ウェアーウォッシング組成物
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【表５】

【００６１】
　本組成物は、ウェアーウォッシング組成物であることができる。ウェアーウォッシング
洗剤組成物は、クリーニング剤、アルカリ源、および腐食防止剤を含む。クリーニング剤
は、洗剤量の界面活性剤を含む。アルカリ源は、約０．５ｗｔ％の濃度で測定した場合、
少なくとも約８のｐＨを有する使用組成物を提供するのに効果的な量で提供される。ウェ
アーウォッシング洗剤組成物が、希釈水：洗剤組成物の希釈比率＝少なくとも約２０：１
に、希釈水と混合される場合、この腐食防止剤は、ガラス、磁器、セラミック、またはア
ルミニウムの腐食を減少させるのに充分な量で提供できる。ウェアーウォッシング洗剤組
成物を使用するための方法は、本発明により提供される。この方法は、希釈水：ウェアー
ウォッシング洗剤組成物の比率＝少なくとも約２０：１に、ウェアーウォッシング洗剤組
成物を希釈水により希釈する工程、および自動皿洗い機中で使用する組成物を用いてガラ
スを洗浄する工程を含む。
【００６２】
　ウェアーウォッシング組成物は、自動皿洗いまたはウェアーウォッシング機の内側以外
の環境におけるクリーニングに使用可能である。例えば、この組成物は、洗面台で、ガラ
ス、皿等をクリーニングするためのポットおよびパンクリーナーとして使用できる。ウェ
アーウォッシング組成物は、ガラス腐食に対して耐性を示す使用組成物を提供するために
、有効量の腐食防止剤を含む。腐食防止剤に関して「有効量」の表現は、組成物が複数の
洗浄後にガラスの腐食を減少させるのに充分な量の腐食防止剤を含まないことを除いた、
同じである組成物と比較して、減少したガラス腐食を示す使用組成物を提供するのに充分
な量をいう。
【００６３】
　使用組成物を提供するために希釈する前の、ウェアーウォッシング組成物は、ウェアー
ウォッシング組成物の濃縮物、または単に濃縮物ということができる。この濃縮物は、液
体としてまたは固体を含む種々の形態で提供できる。ペーストおよびゲルは、考えられる
タイプの液体である。粉末、凝集体、ペレット、錠剤、およびブロックは、考えられるタ
イプの固体である。
【００６４】
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　硬質表面クリーナー
　本グルコン酸カルシウムマグネシウム組成物は、硬質表面クリーニング組成物の成分と
して用いることができる。硬質表面クリーナーは、例えば、アルミニウムまたはガラスで
できた物体をエッチする場合がある。表Ｅは、好適な硬質表面クリーナーのための成分を
記載する。本発明はまた、「約」の語によって修飾された表に記載された量および範囲を
含む。
　表Ｅ－硬質表面クリーニング組成物
【表６】

　表Ｅ、硬質表面クリーニング組成物（続き）
【表７】

【００６５】
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　硬質表面クリーナーは、硬質表面をクリーニングするのに用いることができる使用組成
物を提供するために、水で希釈して構成できる。硬質表面の例は：壁、シャワー、床、洗
面台、鏡、窓、および調理台等の建築表面；自動車、トラック、バス、列車、および飛行
機等の輸送車両；手術または歯科用器具；食品加工装置；および皿洗い機または洗濯機等
の洗浄装置を含むがこれらに限られない。
【００６６】
　固体クリーニング組成物
　本グルコン酸カルシウムマグネシウム組成物は、固体クリーニング組成物の成分として
用いることができる。固体クリーニング組成物は、例えば、アルミニウム、ガラス、セラ
ミック、または磁器でできた物体をエッチできる。表Ｆは、固体クリーニング組成物のた
めの成分を記載する。本発明はまた、「約」の語によって修飾された表中に記載された量
および範囲を含む。
　表Ｆ－固体クリーニング組成物
【表８】

【００６７】
　追加成分
　本発明によってできた固体クリーニング組成物は、例えば、固体形態の組成物に、また
は、例えば、特別な使用のために、水溶液中で分散された、または溶解された場合に、有
益な特性を提供する、追加の機能性材料または添加物をさらに含むことができる。従来の
添加物の例は、１種または２種以上の、それぞれの、ポリマー、界面活性剤、２次硬化剤
、溶解度調整剤、洗剤フィラー、消泡剤、再付着防止剤、抗菌剤、美観改良剤（すなわち
、染料、着臭剤、香料）、蛍光増白剤、漂白剤または追加の漂白剤、酵素、発泡剤、アル
カリ源のための活性化剤、およびそれらの混合物を含む。
【００６８】
　ビルダー
　ある態様では、本組成物は、大量のまたはいくらかのマグネシウムとキレートできるビ
ルダーを含む。ゼオライト３Ａは、このタイプのビルダーの例である。そうしたビルダー
の目的は、使用溶液におけるＭｇ／Ｃａのモル比を増加できることである。これは、固体
組成物中で成分として使用されるマグネシウム化合物の量を減少できる。
【００６９】
　有機界面活性剤またはクリーニング剤
　この組成物は、界面活性剤または界面活性剤系であることができる少なくとも１種のク
リーニング剤を含むことができる。種々の界面活性剤は、多くの供給元から市販されてい
るアニオン性、非イオン性、カチオン性、および両性イオンの界面活性剤を含むクリーニ
ング組成物中で使用できる。好適な界面活性剤は、非イオン性界面活性剤を含む。好適な
非イオン性界面活性剤は、あまり泡立たない非イオン性界面活性剤を含む。界面活性剤の
検討では、Ｋｉｒｋ－Ｏｔｈｍｅｒ、Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ　ｏｆ　Ｃｈｅｍｉｃａ
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ｌ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ、Ｔｈｉｒｄ　Ｅｄｉｔｉｏｎ、Ｖｏｌｕｍｅ　８、ｐａｇｅ
ｓ　９００～９１２を参照のこと。
【００７０】
　非イオン性界面活性剤は、本固体組成物中で有用であり、界面活性剤分子の一部分とし
て、ポリアルキレンオキサイドポリマーを有するものを含む。そうした非イオン性界面活
性剤は、例えば、塩素、ベンジル、メチル、エチル、プロピル、ブチルならびに脂肪アル
コールのアルキルキャップドポリエチレンおよび／またはポリプロピレングリコールエー
テルのような他のもの；アルキルポリグリコシド等のポリアルキレンオキサイドのない非
イオン物；ソルビタンおよびスクロースエステルおよびそれらのエトキシレート；アルコ
キシレート化エチレンジアミン；グリセロールエステル等のカルボン酸エステル、ポリオ
キシエチレンエステル、エトキシレート化された脂肪酸および脂肪酸のグリコールエステ
ル、ならびにその同類のもの；ジエタノールアミン縮合物等のカルボキシリックアミド、
モノアルカノールアミン縮合物、ポリオキシエチレン脂肪酸アミド、およびその同類のも
の；ならびにＴｏｍａｈ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから市販されているエトキシレート化
アミンおよびエーテルアミンならびに非イオン性化合物のような他のものを含む。ＡＢＩ
Ｌ　Ｂ８８５２（Ｇｏｌｄｓｃｈｍｉｄｔ）等のシリコーン界面活性剤をまた使用できる
。
【００７１】
　ポリアルキレンオキサイドポリマー部分を有するさらなる好適な非イオン性界面活性剤
は、１～約２０のエチレンオキサイド基（例えば、約９～約２０のエチレンオキサイド基
）を有するＣ６～Ｃ２４アルコールエトキシレート（例えば、Ｃ６～Ｃ１４アルコールエ
トキシレート）；１～約１００のエチレンオキサイド基（例えば、約１２～約２０のエチ
レンオキサイド基）を有するＣ６～Ｃ２４アルキルフェノールエトキシレート（例えば、
Ｃ８～Ｃ１０のアルキルフェノールエトキシレート）；１～約２０のグリコシド基（例え
ば、約９～約２０のグリコシド基）を有するＣ６～Ｃ２４アルキルポリグリコシド（例え
ば、Ｃ６～Ｃ２０アルキルポリグリコシド）；Ｃ６～Ｃ２４脂肪酸エステルエトキシレー
ト、プロポキシレートまたはグリセリド；およびＣ４～Ｃ２４モノまたはジアルカアミド
の非イオン性界面活性剤を含む。
【００７２】
　具体的なアルコールアルコキシレートは、アルコールエトキシレートプロポキシレート
、アルコールプロポキシレート、アルコールプロポキシレートエトキシレートプロポキシ
レート、アルコールエトキシレートブトキシレート、およびその同類のもの；ノニルフェ
ノールエトキシレート、ポリオキシエチレングリコールエーテルおよびその同類のもの；
ならびにＰＬＵＲＯＮＩＣ　（ＢＡＳＦ－Ｗｙａｎｄｏｔｔｅ）の商標名の下で市販され
ているもの等のエチレンオキサイド／プロピレンオキサイドブロックコポリマーを含むポ
リアルキレンオキサイドブロックコポリマー、ならびにその同類のものを含む。
【００７３】
　好適な非イオン性界面活性剤は、低起泡性非イオン性界面活性剤を含む。好適な低起泡
性非イオン性界面活性剤の例は、ＴＥＲＧＩＴＯＬ（商標）１５－Ｓ－７（Ｕｎｉｏｎ　
Ｃａｒｂｉｄｅ）、Ｔｅｒｇｉｔｏｌ１５－Ｓ－３、Ｔｅｒｇｉｔｏｌ１５－Ｓ－９等の
ＴＥＲＧＩＴＯＬ（商標）の商標名の下で販売されているものおよびその同類のもの等の
第２エトキシレートを含む。低起泡性非イオン性界面活性剤の他の好適なクラスは、アル
キルまたはベンジルキャップドポリオキシアルキレン誘導体およびポリオキシエチレン／
ポリオキシプロピレンコポリマーを含む。
【００７４】
　消泡剤としての使用のために有用な非イオン性界面活性剤は、その上に縮合されている
平均１２モルのエチレンオキサイドを有するノニルフェノールであり、平均３０モルのプ
ロピレンオキサイドを含む疎水性部分で末端をキャップされている。ケイ素含有消泡剤は
また周知であり、そして、本発明の組成物および方法中で用いることができる。
【００７５】
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　好適な両性界面活性剤は、式：
【化１】

　（式中、Ｒ、Ｒ’、Ｒ’’、およびＲ’’’は、それぞれ、１種または２種以上のＰ、
Ｏ、ＳまたはＮヘテロ原子を任意選択的に含むことができる、Ｃ１～Ｃ２４アルキル、ア
リールまたはアラルキル基である。）
を有するアミンオキサイド化合物を含む。
【００７６】
　別のクラスの好適な両性界面活性剤は、式：

【化２】

　（式中、Ｒ、Ｒ’、Ｒ’’およびＲ’’’は、それぞれ、１種または２種以上の、Ｐ、
Ｏ、ＳまたはＮヘテロ原子を任意選択的に含むことができる、Ｃ１～Ｃ２４アルキル、ア
リールまたはアラルキル基であり。そしてｎは約１～約１０である。）
を有するベタイン化合物を含む。
　好適な界面活性剤は、食品グレードの界面活性剤、直線アルキルベンゼンスルホン酸お
よびそれらの塩、ならびにＰｌｕｒｏｎｉｃ（商標）の商標名の下で販売されているエチ
レンオキサイド／プロピレンオキサイド誘導体を含む。好適な界面活性剤は、間接的また
は直接的な食品添加物または物質と適合するもの；特にＣｏｄｅ　ｏｆ　Ｆｅｄｅｒａｌ
　Ｒｅｇｌａｔｉｏｎｓ（ＣＦＲ）、Ｔｉｔｌｅ２１－Ｆｏｏｄ　ａｎｄ　Ｄｒｕｇｓ、
ｐａｒｔｓ１７０～１８６（参照により本明細書中に取り込む）中で記載されたものを含
む。
【００７７】
　本クリーニング組成物に好適なアニオン性界面活性剤は、例えば、アルキルカルボキシ
レート（カルボン酸塩）およびポリアルコキシカルボキシレート、アルコールエトキシレ
ートカルボキシレート、ノニルフェノールエトキシレートカルボキシレートおよびその同
類のもの等のカルボキシレート；アルキルスルホネート、アルキルベンゼンスルホネート
、アルキルアリールスルホネート、スルホン化脂肪酸エステルおよびその同類のもの等の
スルホネート；硫酸化アルコール、硫酸化アルコールエトキシレート、硫酸化アルキルフ
ェノール、アルキルサルフェート、スルホサクシネート、アルキルエーテル硫酸塩、およ
びその同類のもの等のサルフェート；ならびにアルキルホスフェートエステル、およびそ
の同類のもの等のホスフェートエステルを含む。好適なアニオン性は、アルキルアリール
スルホン酸ナトリウム、α－オレフィンスルホネート、および脂肪アルコールサルフェー
トを含む。好適なアニオン性界面活性剤の例は、ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム
、ラウレス－７硫酸カリウム、およびテトラデセニルスルホン酸ナトリウムを含む。
【００７８】
　界面活性剤は、表中に記載された量で、または約０．０１～約２０ｗｔ％もしくは約０
．１～約１０ｗｔ％、約０．２～約５ｗｔ％で存在できる。
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【００７９】
　ｐＨ調整剤
　ｐＨ調整剤は、有機または無機のアルカリ源またはｐＨ緩衝剤であることができる。限
定されない例は、アルカリ金属水酸化物、アルカリ金属カーボネート、アルカノールアミ
ン、弱い有機酸の塩等を含む。好適なｐＨ調整剤は、水酸化ナトリウム、水酸化リチウム
、水酸化カリウム、炭酸ナトリウム、炭酸リチウム、炭酸カリウム、対応する重炭酸塩ま
たはセスキ炭酸塩、およびそれらの混合物を含む。好適なｐＨ調整剤は、アセテート、ギ
酸塩、およびその同類のものを含む。好適なｐＨ調整剤は、使用溶液のｐＨでの、カルシ
ウムの金属イオン封鎖能力を有さないか、弱くのみ有する。
【００８０】
　ｐＨ調整剤は、表中に記載された量、または約１～約７０ｗｔ％または約２～約５０ｗ
ｔ％、約３～約３０ｗｔ％で存在できる。
【００８１】
　処理助剤
　処理助剤は、洗剤組成物のための生産工程を高める材料である。処理助剤は、乾燥剤と
して機能でき、固化速度を調製し、調合物中の水和した水の移動を変化させ、または固体
化マトリックスそれ自身として機能できる。処理助剤は、調合物中の他の機能性といくつ
かの重複していることができる。限定されない例は、シリカ、アルカリ金属シリケート、
尿素、ポリエチレングリコール、固体界面活性剤、炭酸ナトリウム、塩化カリウム、硫酸
ナトリウム、水酸化ナトリウム、水等を含む。どの処理助剤が好適であるかは、もちろん
製造手順および具体的な洗剤組成物と共に変化するであろう。
【００８２】
　処理助剤は、約１～約７０ｗｔ％、約２～約５０ｗｔ％、約３～約３０ｗｔ％の量で存
在できる。
【００８３】
　活性酸素化合物
　活性酸素化合物は、活性酸素の源を提供するように働くが、しかしまた、少なくとも固
化剤の一部分を生成するように働くことができる。活性酸素化合物は、無機または有機で
あることができ、そしては、それらの混合物であることができる。活性酸素化合物の幾つ
かの例は、過酸素（ｐｅｒｏｘｙｇｅｎ）化合物、および接着剤を生成することでの使用
のために好適である過酸素化合物付加物を含む。
【００８４】
　多くの活性酸素化合物は、過酸素化合物である。一般的に公知のおよび、例えば、接着
剤の一部として機能できる任意の過酸素化合物を使用可能である。好適な過酸素化合物の
例は、無機過酸素化合物および有機過酸素化合物、またはそれらの混合物を含む。
【００８５】
　活性酸素化合物は、約１～約８０ｗｔ％、約５～約５０ｗｔ％、または約１０ｗｔ％～
約４０ｗｔ％の量で、固体組成物中に存在できる。
【００８６】
　無機活性酸素化合物
　無機活性酸素化合物の例は、以下のタイプの化合物またはこれらの化合物の原料、また
はこれらのタイプの化合物を含むアルカリ金属塩、またはそれらの付加物を生成するもの
を含む。
　過酸化水素；
【００８７】
　族１（ＩＡ）活性酸素化合物、例えば、リチウム過酸化物、ナトリウム過酸化物、およ
びその同類のもの；
　族２（ＩＩＡ）活性酸素化合物、例えば、マグネシウム過酸化物、カルシウム過酸化物
、ストロンチウム過酸化物、バリウム過酸化物、およびその同類のもの；
　族１２（ＩＩＢ）活性酸素化合物、例えば、亜鉛過酸化物、およびその同類のもの；
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【００８８】
　族１３（ＩＩＩＡ）活性酸素化合物、例えば、過ホウ酸塩、例えば、式Ｎａ２［Ｂｒ２

（Ｏ２）２（ＯＨ）４］・６Ｈ２Ｏの過ホウ素酸ナトリウム・５水和物（過ホウ素酸ナト
リウム・４水和物とも呼ばれ、そして以前は、ＮａＢＯ３・４Ｈ２Ｏと書かれていた）；
式Ｎａ２Ｂｒ２（Ｏ２Ｍ（ＯＨ）４］・４Ｈ２Ｏのペルオキソホウ酸ナトリウム・４水和
物（過ホウ素酸ナトリウム・３水和物とも呼ばれ、そして以前は、ＮａＢＯ３・３Ｈ２Ｏ
と書かれていた）；式Ｎａ２［Ｂ２（Ｏ２）２（ＯＨ）４］のペルオキソホウ酸ナトリウ
ム（過ホウ素酸ナトリウム・１水和物とも呼ばれ、そして以前は、ＮａＢＯ３・Ｈ２Ｏと
書かれていた）；およびその同類のもの；例えば、過ホウ素酸塩等の、ホウ素化合物；
【００８９】
　族１４（ＩＶＡ）活性酸素化合物、例えば、アルカリ金属の過ケイ酸塩またはペルオキ
シ炭酸塩等の過ケイ酸塩および過炭酸塩とも呼ばれるペルオキシ炭酸塩；およびその同類
のもの；例えば、過炭酸塩、例えば、過ケイ酸塩；
　族１５（ＶＡ）活性酸素化合物、例えば、ペルオキシ亜硝酸およびその塩；ペルオキシ
リン酸およびそれらの塩、例えば、過リン酸塩；およびその同類のもの；例えば、過リン
酸塩；
　族１６（ＶＩＡ）活性酸素化合物、ペルオキシ一硫酸およびペルオキシ二硫酸、および
それらの塩等の、過硫酸塩、例えば、過硫酸ナトリウム等の、例えば、ペルオキシ硫酸お
よびそれらの塩；およびその同類のもの；例えば、過硫酸塩；
　過ヨウ素酸ナトリウム、過塩素酸カリウムおよびその同類のもの等の、族ＶＩＩａ活性
酸素化合物。
【００９０】
　他の活性無機酸素化合物は、遷移金属過酸化物；および他のそうした過酸素化合物、お
よびそれらの混合物を含むことができる。
【００９１】
　ある態様において、本発明の組成物および方法は、上記の、ある無機活性酸素化合物を
用いる。好適な無機活性酸素化合物は、過酸化水素、過酸化水素付加物、族ＩＩＩＡ活性
酸素化合物、族ＶＩＡ活性酸素化合物、族ＶＡ活性酸素化合物、族ＶＩＩＡ活性酸素化合
物、またはそれらの混合物を含む。そうした無機活性酸素化合物の例は、過炭酸塩、過ホ
ウ酸塩、過硫酸塩、過リン酸塩、過ケイ酸塩、またはそれらの混合物を含む。過酸化水素
は、無機活性酸素化合物の例を示す。過酸化水素は、過酸化水素と水との混合物として、
例えば、水溶液中で液体過酸化水素として、調製できる。溶液の混合物は、約５～約４０
ｗｔ％の過酸化水素または５～５０ｗｔ％の過酸化水素を含むことができる。
【００９２】
　ある態様では、無機活性酸素化合物は、過酸化水素付加物を含む。例えば、無機活性酸
素化合物は、過酸化水素、過酸化水素付加物、またはそれらの混合物を含むことができる
。任意の種々の過酸化水素付加物は、本組成物および方法における使用に好適である。例
えば、好適な過酸化水素付加物は、過炭酸塩、尿素過酸化物、パーアセチルボレート、Ｈ

２Ｏ２とポリビニルピロリドンの付加物、過炭酸ナトリウム、過炭酸カリウム、それらの
混合物、またはその同類のものを含む。好適な過酸化水素付加物は、過炭酸塩、尿素過酸
化物、パーアセチルボレート、Ｈ２Ｏ２とポリビニルピロリドンの付加物、またはそれら
の混合物を含む。好適な過酸化水素付加物は、過炭酸ナトリウム、過炭酸カリウム、また
はそれらの混合物、例えば、過炭酸ナトリウムを含む。
【００９３】
　有機活性酸素化合物
　任意の種々の有機活性酸素化合物を本発明の組成物および方法において用いることがで
きる。例えば、有機活性酸素化合物は、モノまたはジペルオキシカルボン酸等のペルオキ
シカルボン酸、これらのタイプの化合物、またはそうした化合物の付加物を含むアルカリ
金属塩であることができる。好適なペルオキシカルボン酸は、Ｃ１～Ｃ２４ペルオキシカ
ルボン酸、Ｃ１～Ｃ２４ペルオキシカルボン酸の塩、Ｃ１～Ｃ２４ペルオキシカルボン酸
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のエステル、ジペルオキシカルボン酸、ジペルオキシカルボン酸の塩、ジペルオキシカル
ボン酸のエステル、またはそれらの混合物を含む。
【００９４】
　好適なペルオキシカルボン酸は、Ｃ１～Ｃ１０脂肪族ペルオキシカルボン酸、Ｃ１～Ｃ

１０脂肪族ペルオキシカルボン酸の塩、Ｃ１～Ｃ１０脂肪族ペルオキシカルボン酸のエス
テル、またはそれらの混合物；例えば、ペルオキシ酢酸；例えば、ペルオキシアセチルボ
レートの塩または富化物を含む。好適なジペルオキシカルボン酸は、Ｃ４～Ｃ１０脂肪族
ジペルオキシカルボン酸、Ｃ４～Ｃ１０脂肪族ジペルオキシカルボン酸の塩、またはＣ４

～Ｃ１０脂肪族ジペルオキシカルボン酸のエステル、またはそれらの混合物；例えば、過
グルタル酸のナトリウム塩、過コハク酸のナトリウム塩、過アジピン酸のナトリウム塩、
またはそれらの混合物を含む。
【００９５】
　有機活性酸素化合物は、有機部分を含む他の酸を含む。好適な有機活性酸素化合物は、
過ホスホン酸（ｐｅｒｐｈｏｓｐｈｏｎｉｃ　ａｃｉｄ）、過ホスホン酸塩、過ホスホン
酸エステル、または混合物またはそれらの組み合わせを含む。
【００９６】
　活性酸素化合物付加物
　活性酸素化合物付加物は、任意の一般的に公知のものおよび例えば、活性酸素源および
凝固させた組成物の一部として機能するものを含む。過酸化水素付加物、またはペルオキ
シハイドレート（ｐｅｒｏｘｙｈｙｄｒａｔｅ）は、好適である。アルカリ源付加物のい
くつかの例は：アルカリ金属過炭酸塩、例えば過炭酸ナトリウム（ソディウムカーボネー
トペルオキシハイドレート（ｓｏｄｉｕｍ　ｃａｒｂｏｎａｔｅ　ｐｅｒｏｘｙｈｙｄｒ
ａｔｅ））、過炭酸カリウム、過炭酸ルビジウム、過炭酸セシウム、およびその同類のも
の；アンモニウムカーボネートペルオキシハイドレート、およびその同類のもの；ウレア
ペルオキシハイドレート、ペルオキシアセチルボレート；Ｈ２Ｏ２ポリビニルピロリドン
の付加物、およびその同類のもの、および上記いずれかの混合物を含む。
【００９７】
　抗菌剤
　抗菌剤は、単独で、または他の成分と組み合わせて、市販用製品材料の系、表面等の微
生物汚染および劣化を減少させ、または防止するように働く固体機能性材料中において使
用できる化学組成物である。幾つかの形態では、これらの材料は、フェノール類、ハロゲ
ン化合物、第四級アンモニウム化合物、金属誘導体、アミン、アルカノールアミン、ニト
ロ誘導体、アナリド（ａｎａｌｉｄｅｓ）、有機硫黄および硫黄－窒素化合物および種々
の化合物を含む特定のクラスにある。
【００９８】
　また当然のことながら、本発明を具体化する組成物の生成において使用されるアルカリ
源はまた、抗菌剤として機能し、そして殺菌活性を提供することさえ可能である。実際、
いくつかの態様において、抗菌剤として機能するアルカリ源の能力は、組成物内での第２
抗菌剤への必要性を低下させる。例えば、過炭酸塩組成物は、優れた抗菌作用を提供する
ために示されてきた。それでもなお、いくつかの態様は、さらなる抗菌剤を取り込む。
【００９９】
　化学組成および濃度によって所与の抗菌剤は、細菌数のさらなる増殖を単に制約でき、
または微生物個体数のすべてまたは一部を破壊できる。「細菌」および「微生物」の用語
は、典型的には、主として、バクテリア、ウイルス、酵母、胞子、および菌微生物をいう
。使用の際には、抗菌剤は、典型的には希薄され、そして任意選択的に、例えば水流を使
用して、投与された場合に、種々の表面と接触でき、成長防止または微生物個体数の一部
の殺傷となる水性消毒剤または殺菌剤組成物を生成する固体機能性材料中に形成される。
微生物個体数の対数で３の減少は、殺菌剤組成物を生じる。抗菌剤は、例えば、その安定
性を改善するために、封入できる。
【０１００】
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　通常の抗菌剤は、ペンタクロロフェノール、オルトフェニルフェノール、クロロ－ｐ－
ベンジルフェノール、ｐ－クロロ－ｍ－キシレノール等のフェノール性抗菌剤を含む。ハ
ロゲンを含有する抗菌剤は、ナトリウムトリクロロイソシアヌレート、ナトリウムジクロ
ロイソシアネート（無水または二水和物）、ヨードポリ（ビニルピロリジノン）錯体、２
－ブロモ－２－ニトロプロパン－１、３－ジオール等の臭素化合物、およびベンザルコニ
ウムクロライド、およびジデシルジメチル塩化アンモニウム等の第四級抗菌剤を含む。ヘ
キサヒドロ－ｌ、３、５－トリス（２－ヒドロキシエチル）－ｓ－トリアジン、ナトリウ
ムジメチルジチオカルバメート等のジチオカルバメート、および種々の他の材料等の他の
抗菌組成物が、それらの抗微生物特性のための当該技術分野で知られている。いくつかの
態様において、ＴＡＥＤ等の抗菌成分は、組成物の０．００１～７５ｗｔ％、約０．０１
～２０ｗｔ％、または約０．０５～約１０ｗｔ％の範囲で含まれることができる。
【０１０１】
　組成物中に存在する場合、さらなる抗菌剤は、表中に示したもの、または組成物の約０
．０１～約３０ｗｔ％、０．０５～約１０ｗｔ％、または約０．１～約５ｗｔ％であるこ
とができる。使用する溶液中では、さらなる抗菌剤は、組成物の約０．００１～約５ｗｔ
％、約０．０１～約２ｗｔ％、または約０．０５～約０．５ｗｔ％であることができる。
【０１０２】
　活性化剤
　いくつかの態様において、組成物の抗菌活性または漂白活性は、組成物が使用される場
合、活性酸素と反応して、活性化成分を生成する材料の添加によって高められることがで
きる。例えば、いくつかの態様において、過酸または過酸の塩が生成される。例えば、い
くつかの態様において、テトラアセチルエチレンジアミンは、組成物中に含まれることが
できて、活性酸素と反応し、そして抗菌剤として機能できる過酸または過酸の塩を生成す
る。活性酸素活性化剤の他の例は、遷移金属およびそれらの化合物、カルボキシル、ニト
リル、またはエステル部分、または当該技術分野で知られている他のそうした化合物を含
む化合物を含む。ある態様では、活性化剤は、テトラアセチルエチレンジアミン；遷移金
属；カルボキル、ニトリル、アミン、またはエステル部分を含む化合物；またはそれらの
混合物を含む。
【０１０３】
　いくつかの態様において、活性化剤成分を、組成物の０．００１～７５ｗｔ％、約０．
０１～約２０ｗｔ％、または約０．０５～約１０ｗｔ％の範囲で含むことができる。
【０１０４】
　ある態様では、アルカリ源のための活性化剤は、活性酸素と化合して、抗菌剤を生成す
る。
【０１０５】
　固体組成物は、典型的には、アルカリ源の活性化剤の存在下でさえ安定なままである。
多くの組成物では、固体組成物は、アルカリ源と反応し、そしてアルカリ源の形態を不安
定化させまたは変化させることが期待されるであろう。対照的に、本発明の態様において
、組成物は、固体のままであり；この組成物は、アルカリ源が活性化剤と反応した場合に
起こるであろう、膨潤、割れ、または大きくなることがない。
【０１０６】
　ある態様では、組成物は、固体ブロックを含み、そして活性酸素のための活性化剤材料
は、固体ブロックに結合される。この活性化剤は、ある固体クリーニング組成物を、別の
組成物に結合させるための種々の方法のいずれかによって、固体ブロックに結合できる。
例えば、活性化剤は、固体ブロックに固定され、加えられ、糊でつけられ、またさもなけ
れば接着された固体の形態であることができる。あるいは、固体活性化剤は、ブロックの
周りに形成され、そしてブロックを包み込むことができる。さらなる例によって、固体活
性化剤は、プラスチックまたは収縮性の包装またはフィルムによる等の、クリーニング組
成物のための容器またはパッケージによって、固体ブロックに結合できる。
【０１０７】
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　さらなる漂白剤
　基材を明るくしまたは増白するための本発明の調合物における使用のためのさらなる漂
白剤は、典型的には洗浄工程の間に直面する条件下で、Ｃｌ２、Ｂｒ２、１２、ＣｌＯ２

、ＢｒＯ２、ＩＯ２、－ＯＣｌ－、－ＯＢｒ－および／または、－ＯＩ－等の活性ハロゲ
ン種を解放できる漂白化合物を含む。本クリーニング組成物での使用に好適な漂白剤は、
例えば、亜塩素酸塩、次亜塩素酸塩、クロラミン等の塩素含有化合物を含む。好適なハロ
ゲンを解放する化合物は、アルカリ金属ジクロロイソシアヌレート、塩素化トリナトリウ
ムホスフェート、アルカリ金属次亜塩素酸塩、アルカリ金属亜塩素酸塩、モノクロラミン
およびジクロラミン、およびその同類のもの、およびそれらの混合物を含む。封入された
塩素源はまた、組成物中で塩素源の安定性を高めるため使用できる（例えば、米国特許第
４、６１８、９１４号明細書および米国特許第４、８３０、７７３号明細書を参照のこと
、その開示を、参照により本明細書中に取り込む）。漂白剤は、上に記載したようなテト
ラアセチルエチレンジアミン、およびその同類のもの等の活性化剤を有し、および有さな
い、過酸化水素、過ホウ酸塩、例えば、過ホウ酸ナトリウム・１および４水和物、ソディ
ウムカーボネートペルオキシハイドレート（Ｓｏｄｉｕｍ　ｃａｒｂｏｎａｔｅ　ｐｅｒ
ｏｘｙｈｙｄｒａｔｅ）、ホスフェートペルオキシハイドレート（ｐｈｏｓｐｈａｔｅ　
ｐｅｒｏｘｙｈｙｄｒａｔｅｓ）、およびカリウムパーモノサルフェート等のさらなる過
酸素または活性酸素源であることができる。
【０１０８】
　クリーニング組成物は、安定化させたアルカリ源から既に得ることができる、少量であ
るが、効果的なさらなる量の漂白剤、例えば、約０．１～１０ｗｔ％または約１～６ｗｔ
％を含むことができる。本固体組成物は、表中に記載したまたは約０．１～約６０ｗｔ％
、約１～約２０ｗｔ％、約３～約８ｗｔ％、または約３～約６ｗｔ％の量で含むことがで
きる。
【０１０９】
　硬化剤
　洗剤組成物は、ビルダーに加えて、または、ビルダーの形態で、硬化剤をまた含むこと
ができる。硬化剤は、組成物の均一な固化に著しく貢献する化合物または化合物、有機ま
たは無機の系である。硬化剤は、クリーニング剤および組成物の他の活性成分と適合する
ことが好ましく、そして有効量の硬度および／または水溶解度を、加工される洗剤組成物
に提供できることができることが好ましい。この硬化剤はまた、混合および凝固させた場
合に、使用の間に洗剤組成物からクリーニング剤の均一な溶解を提供するために、クリー
ニング剤および他の成分と同種のマトリックスを形成できることが好ましい。
【０１１０】
　洗剤組成物に含まれる硬化剤の量は、調製される洗剤組成物のタイプ、洗剤組成物の成
分、洗剤組成物の使用目的、使用間の長い間に洗剤組成物に適用される分散溶液の量、分
散溶液の温度、分散溶液の硬度、洗剤組成物の物理的サイズ、他の成分の濃度、および組
成物中のクリーニング剤の濃度を含むがこれらに限られない因子によって、変わるであろ
う。固体洗剤組成物に含まれる硬化剤の量は、連続的な混合条件および硬化剤の溶融温度
または溶融温度以下の温度下で均質な混合物を生成させるために、クリーニング剤と、組
成物の他の成分とを混合させるのに効果的であることが好ましい。
【０１１１】
　硬化剤はまた、混合が終わった後で、約３０℃～約５０℃、特に約３５℃～約４５℃の
周囲温度下で、固体形態に硬化するであろうクリーニング剤および他の成分と共にマトリ
ックスを形成することができ、そして約１分～約３時間、特に約２分～約２時間、および
特に約５分～約１時間以内に、混合物が混合システムから投与される。混合物の処理を促
進するために、外部の熱源から最小限量の熱が混合物に適用されることができる。使用の
間に凝固させた組成物からクリーニング剤を投与する所望の速度を達成するために、洗剤
組成物に含まれる硬化剤の量は、水性媒体中に置かれた場合に、加工される組成物の所望
の硬度および所望の速度の制御された溶解度を提供するのに、効果的であることが好まし



(23) JP 5592252 B2 2014.9.17

10

20

30

40

50

い。
【０１１２】
　硬化剤は、有機または無機硬化剤であることができる。特別な有機硬化剤は、ポリエチ
レングリコール（ＰＥＧ）化合物である。ポリエチレングリコール硬化剤を含む洗剤組成
物の固化速度は、組成物に加えられたポリエチレングリコールの量および分子量によって
、少なくとも部分的に変化するであろう。好適なポリエチレングリコールの例は、一般式
Ｈ（ＯＣＨ２ＣＨ２）ｎＯＨ（式中、ｎは、１５より大きく、さらに特に約３０～約１７
００である。）固体ポリエチレングリコールを含むがこれらに限られない。典型的には、
ポリエチレングリコールは、約１、０００～約１００、０００の分子量を有する、特に少
なくとも約１、４５０～約２０、０００、さらに特に約１、４５０～約８、０００の分子
量を有する、自由に流動する粉末または薄片の形態での固体である。ポリエチレングリコ
ールは、約１％～約７５ｗｔ％および特に約３％～約１５ｗｔ％の濃度で存在する。好適
なポリエチレングリコール化合物は：ＰＥＧ４０００、ＰＥＧ１４５０、およびＰＥＧ８
０００を含むがこれらに限られず、とりわけ、ＰＥＧ４０００およびＰＥＧ８０００が、
最も好ましい。市販されている固体ポリエチレングリコールの例は、Ｕｎｉｏｎ　Ｃａｒ
ｂｉｄｅ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、Ｈｏｕｓｔｏｎ、ＴＸから入手可能であるＣＡＲＢ
ＯＷＡＸを含むが、これに限られない。
【０１１３】
　特別な無機硬化剤は、硫酸塩、酢酸塩、および重炭酸塩を含むがこれらに限られない水
和可能な（ｈｙｄｒａｔａｂｌｅ）無機塩である。例示的な態様では、無機硬化剤は、約
５０ｗｔ％まで、特に約５％～約２５ｗｔ％、およびさらに特に約５％～約１５ｗｔ％の
濃度で存在する。
【０１１４】
　尿素粒子はまた、洗剤組成物中で硬化剤として用いることができる。組成物の固化速度
は、洗剤組成物に加えられた尿素の量、粒径、および形を含むがこれらに限られない因子
に少なくとも部分的に依存して、変化するであろう。例えば、粒状形態の尿素は、クリー
ニング剤および他の成分、ならびにより少ないが有効量の水と混合できる。尿素の量およ
び粒径は、尿素および他の成分を溶融段階へと溶融させる外部の熱源からの熱の適用なく
、均質な混合物を生成するために、クリーニング剤および他の成分と混合するのに効果的
である。水性媒体中に置かれた場合に、使用の間に凝固させた組成物からクリーニング剤
を投与させる所望の速度を達成するために、固体洗剤組成物に含まれる尿素の量は、組成
物の所望の硬度および所望の割合の溶解度を提供するのに効果的であることが好ましい。
例示的な態様では、洗剤組成物は、約５％～約９０ｗｔ％の尿素、特に約８％～約４０ｗ
ｔ％の尿素、およびさらに特に約１０％～約３０ｗｔ％の尿素を含む。
【０１１５】
　尿素は、顆粒ビーズまたは粉末の形態であることができる。顆粒の尿素は、一般的に、
例えば、Ａｒｃａｄｉａｎ　Ｓｏｈｉｏ　Ｃｏｍｐａｎｙ、Ｎｉｔｒｏｇｅｎ　Ｃｈｅｍ
ｉｃａｌｓ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎからの約８～１５Ｕ．Ｓ．メッシュの範囲の粒径の混合物
として商業元から入手できる。顆粒形態の尿素は、特に、１軸または２軸押し出し機、Ｔ
ｅｌｅｄｙｎｅ混合機、Ｒｏｓｓ乳化機、およびその同類のもの等の湿式粉砕機を使用し
て、約５０Ｕ．Ｓ。メッシュ～約１２５Ｕ．Ｓ．メッシュ、特に約７５～１００Ｕ．Ｓ．
メッシュに粒径を減少させるように粉砕される。
【０１１６】
　２次硬化剤／溶解度調整剤。
　本組成物は、例えば、ステアリックモノエタノールアミドまたはラウリックジエタノー
ルアミド、またはアルキルアミド、およびその同類のものなどのアミド；固体ポリエチレ
ングリコール、または固体ＥＯ／ＰＯブロックコポリマー、およびその同類のもの；酸ま
たはアルカリ性処理工程を通して水に可溶性にした澱粉；加熱された組成物に冷却で、固
化特性をを与える種々の無機物、およびその同類のものといった、少ないが有効量の２次
硬化剤を含むことができる。クリーニング剤および／または他の活性成分が長期間にわた
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って固体組成物から投与されることができるように、そうした化合物はまた、使用の間に
水性媒体中での組成物の溶解度を変えることができる。この組成物は、表に記載したもの
または約５～約２０ｗｔ％または約１０～約１５ｗｔ％の量で、２次硬化剤を含むことが
できる。
【０１１７】
　洗剤フィラー
　クリーニング組成物は、組成物の全体的な加工性を高めるために、クリーニング剤それ
自体として機能しないが、クリーニング剤と協調する有効量の１種または２種以上の洗剤
フィラーを含むことができる。本クリーニング組成物での使用に好適なフィラーは、硫酸
ナトリウム、塩化ナトリウム、澱粉、糖、プロピレングリコール等のＣ１～Ｃ１Ｏアルキ
レングリコール、およびその同類のものを含む。糖（例えばスクロース）等のフィラーは
、分散剤として働くことによって、固体組成物の溶解を助けることができる。洗剤フィラ
ーは、表に記載したまたは、約１～約２０ｗｔ％、約３～約１５ｗｔ％、約１～約３０ｗ
ｔ％、または約１．５～約２５ｗｔ％の約５０ｗｔ％までの量で含まれることができる。
【０１１８】
　消泡剤
　泡の安定性を低下させるための有効量の消泡剤はまた、本クリーニング組成物に含まれ
ることができる。このクリーニング組成物は、約０．０００１～５ｗｔ％の消泡剤、例え
ば、約０．０１～３ｗｔ％を含むことができる。消泡剤は、約０．０００１％～約１０ｗ
ｔ％、約０．００１％～約５ｗｔ％、または約０．０１％～約１．０ｗｔ％の量で提供さ
れることができる。
【０１１９】
　本組成物での使用に好適な消泡剤の例は、ポリジメチルシロキサン中に分散したシリカ
等のシリコーン化合物、ＥＯ／ＰＯブロックコポリマー、アルコールアルコキシレート、
脂肪アミド、炭化水素ワックス、脂肪酸、脂肪エステル、脂肪アルコール、脂肪酸石鹸、
エトキシレート、鉱物性油、ポリエチレングリコールエステル、モノステアリールホスフ
ェート等のアルキルホスフェートエステル、およびその同類のものを含む。消泡剤につい
ての記載は、例えば、Ｍａｒｔｉｎらの米国特許第３、０４８、５４８号明細書、Ｂｒｕ
ｎｅｌｌｅらの米国特許第３、３３４、１４７号明細書、およびＲｕｅらの米国特許第３
、４４２、２４２号明細書中に見いだすことができ、その開示を参照により本明細書中に
取り込む。
【０１２０】
　再付着防止剤
　クリーニング組成物はまた、クリーニング溶液中で、持続した汚れの懸濁液を促進でき
、そして除去された汚れが、クリーニングされる基材の上に再付着することを防止するこ
とができる再付着防止剤を含むことができる。好適な再付着防止剤の例は、脂肪酸アミド
、フルオロカーボン界面活性剤、錯体ホスフェートエステル、スチレン無水マレイン酸コ
ポリマー、およびヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース等のセル
ロースの誘導体、およびその同類のものを含む。クリーニング組成物は、約０．５～約１
０ｗｔ％、例えば、約１～約５ｗｔ％の再付着防止剤を含むことができる。
【０１２１】
　蛍光増白剤
　蛍光増白剤（Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｂｒｉｇｈｔｅｎｅｒ）はまた、蛍光増白剤（ｆｌｕｏ
ｒｅｓｃｅｎｔ　ｗｈｉｔｅｎｉｎｇ　ａｇｅｎｔ）または蛍光増白剤（ｆｌｕｏｒｅｓ
ｃｅｎｔ　ｂｒｉｇｈｔｅｎｉｎｇ　ａｇｅｎｔ）ともいわれ、織物基材中に入った黄色
に光学補正を提供する。蛍光増白剤を用いると、黄変は、黄色の範囲と釣り合った範囲に
存在する蛍光増白剤から発された光によって置き換えられる。蛍光増白剤によって供給さ
れた紫色～青色の光は、その場所から反射された他の光と混合して、実質的に完全なまた
は高められた明るい白色の外観を提供する。このさらなる光は、蛍光を通して漂白剤によ
って生成される。蛍光増白剤は、２７５～４００ｎｍの紫外線の範囲の光を吸収し。そし
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て４００～５００ｎｍの紫外青色スペクトル光を放出する。
【０１２２】
　蛍光増白剤のグループに属する蛍光化合物は、典型的には、多くの場合、縮合環系を含
有する芳香族または芳香族複素環材料である。これらの化合物の重要な特徴は、芳香族環
に関係した共役二重結合の途切れない鎖の存在である。そうした共役二重結合の数は、置
換基、および分子の蛍光部の平面性による。大部分の漂白剤化合物は、スチルベンまたは
４、４’－ジアミノスチルベン、ビフェニル、５員複素環（トリアゾール、オキサゾール
、イミダゾール等）または６員複素環（クマリン、ナフタルアミド（ｎａｐｈｔｈａｌａ
ｍｉｄｅ）、トリアジン等）の誘導体である。洗剤組成物での使用のための蛍光増白剤の
選択は、洗剤のタイプ、洗剤組成物中に存在する他の成分の性質、洗浄水の温度、攪拌の
度合い、および洗浄される材料のタブのサイズに対する比（ｔｈｅ　ｍａｔｅｒｉａｌ　
ｗａｓｈｉｅｄ　ｔｏ　ｔｈｅ　ｔｕｂ　ｓｉｚｅ）等の多くの因子によるであろう。漂
白剤選択はまた、クリーニングされる材料のタイプ、例えば、綿、合成等による。大部分
の洗濯洗剤製品は、種々の織物をきれいにするために使用されるので、洗剤組成物は、種
々の織物に効果的である漂白剤の混合物を含むことが好ましい。そうした漂白剤混合物の
個々の成分が適合することは、もちろん必要である。
【０１２３】
　本発明中で有用な蛍光増白剤は市販されており、そして当業者によって認識されるであ
ろう。本発明において有用であることができる商業的蛍光増白剤は、スチルベン、ピラゾ
リン、クマリン、カルボン酸、メチンシアニン、ジベンゾチオフェン－５、５－二酸化物
、アゾール、５－および６員環の複素環の誘導体ならびに他の種々の試薬を含むが、必ず
しもこれらに限られないサブグループに分類できる。これらのタイプの漂白剤の例は、’
’Ｔｈｅ　Ｐｒｏｄｕｃｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｆｌｕｏｒ
ｅｓｃｅｎｔ　Ｂｒｉｇｈｔｅｎｉｎｇ　Ａｇｅｎｔｓ’’、　Ｍ．　Ｚａｈｒａｄｎｉ
ｋ、　Ｐｕｂｌｉｓｈｅｄ　ｂｙ　Ｊｏｈｎ　Ｗｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ、　Ｎｅｗ　Ｙ
ｏｒｋ　（１９８２）に開示されており、その開示を、参照により本明細書中に取り込む
。
【０１２４】
　本発明において有用であることができるスチルベン誘導体は、ビス（トリアジニル）ア
ミノスチルベンの誘導体；スチルベンのビスアシルアミノ誘導体；スチルベンのトリアゾ
ール誘導体；スチルベンのオキサジアゾール誘導体；スチルベンのオキサゾール誘導体；
およびスチルベンのスチリル誘導体を含むが、必ずしもこれらに限られない。
【０１２５】
　洗濯クリーニングまたは殺菌組成物では、好適な蛍光増白剤は、１ｗｔ％までの濃度で
用いることができるスチルベン誘導体を含む。
【０１２６】
　安定剤
　固体洗剤組成物はまた、安定剤を含むことができる。好適な安定剤の例は：ボレート、
カルシウム／マグネシウムイオン、プロピレングリコール、およびそれらの混合物を含む
がこれらに限られない。この組成物は、安定剤を含む必要はないが、しかし組成物が、安
定剤を含む場合、組成物の所望のレベルの安定性を提供する量で安定剤が含まれることが
できる。安定剤の好適な範囲は、表中に記載したもの、または約２０ｗｔ％まで、約０．
５～約１５ｗｔ％、または約２～約１０ｗｔ％を含む。
【０１２７】
　分散剤
　固体洗剤組成物は、分散剤をまた含むことができる。固体洗剤組成物中で使用可能であ
る好適な分散剤の例は：マレイン酸／オレフィンコポリマー、ポリアクリル酸、およびそ
れらの混合物を含むがこれらに限られない。この組成物は、分散剤を含む必要はないが、
しかし分散剤が含まれる場合、所望の分散剤特性を提供する量で分散剤が含まれることが
できる。組成物中における分散剤の好適な範囲は、表に記載したものまたは約２０ｗｔ％



(26) JP 5592252 B2 2014.9.17

10

20

30

40

50

まで、約０．５～約１５ｗｔ％、または約２～約９ｗｔ％を含む。
【０１２８】
　酵素
　固体洗剤組成物中に含まれることができる酵素は、澱粉および／またはタンパク質のし
みの除去において助けとなるこれらの酵素を含む。好適なタイプの酵素は：プロテアーゼ
、α－アミラーゼ、およびそれらの混合物を含むがこれらに限られない。使用できる好適
なプロテアーゼは：Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｌｉｃｈｅｎｉｆｏｒｍｉｘ、Ｂａｃｉｌｌｕｓ
　ｌｅｎｕｓ、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｌｃａｌｏｐｈｉｌｕｓ、およびＢａｃｉｌｌｕｓ
　ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｎｓから誘導されたものを含むがこれらに限られない。
好適なα－アミラーゼは、Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ、　Ｂａｃｉｌｌｕｓ　
ａｍｙｌｏｌｉｑｕｅｆａｃｉｅｎｓ、　およびＢａｃｉｌｌｕｓ　ｌｉｃｈｅｎｉｆｏ
ｒｍｉｓを含む。この組成物は、酵素を含む必要はないが、この組成物が酵素を含む場合
、酵素は、固体洗剤組成物が使用する組成物として提供される場合に、所望の酵素活性を
提供する量で含まれることができる。組成物中での酵素の好適な範囲は、表に記載したも
の、または約１５ｗｔ％まで、約０．５～約１０ｗｔ％、または約１～約５ｗｔ％を含む
。
【０１２９】
　増粘剤
　固体洗剤組成物は、レオロジー調整剤または増粘剤を含むことができる。レオロジー調
整剤は：組成物の粘度を増加させること；スプレーノズルで投与させる場合の、使用する
溶液の液体の粒径を増加させること；表面に垂直に付着する使用溶液を提供すること；使
用溶液内で粒子の懸濁液を提供すること；または使用溶液の蒸発速度を低下させること、
の機能を提供できる。
【０１３０】
　レオロジー調整剤は、擬塑性である、言い換えれば、使用組成物または材料（せん断モ
ードで）そのままである場合、高い粘度を保つ使用組成物を提供できる。しかし、せん断
された場合に、材料の粘度は、実質的であるが可逆的に低下する。せん断動作が除去され
た後で、粘度が戻る。これらの特性は、スプレーヘッドを通した材料の適用を可能にする
。ノズルを通してスプレーされる場合、圧力の影響下でスプレーヘッドの中へ供給管から
引き上げられ、そしてポンプ作動式噴霧器の中でポンプの動きによってせん断されるにつ
れて、材料はせん断を受ける。いずれにしても、汚れた表面に材料を適用するために使用
されるスプレーデバイスを使用して、かなりの量の材料を適用できるような点まで、粘度
を下げることができる。しかし、いったん材料が汚れた表面上に載るようになると、材料
は、高粘度を保って、汚れ上の位置に保持されることを確かにする。ある態様では、材料
は、表面に適用できて材料の実質的な被膜を生じ、硬くなったまたは焼かれた（ｂａｋｅ
ｄ－ｏｎ）汚れの浮き（ｌｉｆｔｉｎｇ）および除去となるのに充分な濃度でクリーニン
グ成分を提供する。垂直表面または傾いた表面上の汚れと接触している間、クリーナーの
他の成分と結合した増粘剤は、重力の影響下での材料のしたたり、たるみ、落ち込みまた
は他の動作を最小化する。かなりの量の材料の膜と、汚れとの接触を少なくとも１分間、
５分以上、維持するのに充分な粘度であるように、この材料は調合される。
【０１３１】
　好適な増粘剤またはレオロジー調整剤の例は、ポリマーまたは天然ポリマーまたは植物
もしくは動物源から誘導されたゴムを含むが、これらに限られないポリマー増粘剤である
。そうした材料は、実質的な増粘能力を有する大きなポリサッカロイド分子等のポリサッ
カロイドであることができる。増粘剤またはレオロジー調整剤はまた、粘土（ｃｌａｙ）
を含む。
【０１３２】
　実質的に可溶性ポリマーの増粘剤は、使用する組成物にさらに高い粘度またはさらに高
い伝導度を提供するために使用できる。本発明の水性組成物のためのポリマーの増粘剤の
例は：ポリアクリル酸およびそれらのナトリウム塩等のカルボキシル化ビニルポリマー、



(27) JP 5592252 B2 2014.9.17

10

20

30

40

50

エトキシレート化セルロース、ポリアクリルアミド増粘剤、架橋した、キサンタン組成物
、アルギン酸ナトリウムおよびアルギン生成物、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒドロ
キシエチルセルロース、およびいくらかの実質的な比率の水溶解度を有する他の類似の水
性増粘剤を含むがこれらに限られない。好適な市販されている増粘剤の例は：Ｒｏｈｍ　
＆　Ｈａａｓ　Ｃｏｍｐａｎｙ、Ｐｈｉｌａｄｅｌｐｈｉａ、ＰＡから入手可能であるＡ
ｃｕｓｏｌ；およびＢ．Ｆ　Ｇｏｏｄｒｉｃｈ、Ｃｈａｒｌｏｔｔｅ、ＮＣから入手可能
であるＣａｒｂｏｐｏｌを含むがこれらに限られない。
【０１３３】
　好適なポリマー増粘剤の例は、ポリサッカロイドを含むがこれらに限られない。好適な
市販されているポリサッカロイドの例は、Ｋｅｌｃｏ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｏｆ　Ｍｅｒ
ｃｋ、Ｓａｎ　Ｄｉｅｇｏ、ＣＡから入手可能であるＤｉｕｔａｎを含むがこれらに限ら
れない。固体洗剤組成物での使用のための増粘剤は、さらに、充分に加水分解された（９
８．５ｍｏｌ超のアセテートが－ＯＨ官能で置換された）等のポリビニルアルコール増粘
剤を含む。
【０１３４】
　好適なポリサッカロイドの例は、キサンタンを含むがこれに限られない。そうしたキサ
ンタンポリマーは、それらの高い水への溶解度、および大きな増粘力により好適である。
キサンタンは、Ｘａｎｔｈｏｍｏｎａｓ　ｃａｍｐｅｓｔｒａｓの細胞外のポリサッカロ
イドである。キサンタンは、トウモロコシ糖または他のコーンシロップ副生成物に基づい
て、発酵によって製造できる。キサンタンは、セルロースにおいて同様に見いだせるポリ
β－（１－４）－Ｄ－グルコピラノシル主鎖を含む。キサンタンゴムおよびその誘導体の
水性分散体は、新規なおよび優れたレオロジー的な特性を示す。低濃度のゴムは、経済的
に使用されることを可能にする比較的高い粘度を有する。キサンタンゴム溶液は、高い擬
塑性を示し、すなわち、広範な濃度にかけて、即座に可逆的であると一般的に理解されて
いる急速なせん断細り（ｓｈｅａｒ　ｔｈｉｎｎｉｎｇ）を生じる。せん断されていない
材料は、広い温度範囲にわたって、ｐＨと独立しており、そして温度と独立しているよう
に見える粘度を有する。好適なキサンタン材料は、架橋したキサンタン材料を含む。キサ
ンタンポリマーは、大きなポリサッカロイド分子のヒドロキシル官能基と反応性である種
々の共有結合反応性の架橋剤を用いて架橋でき、そしてまた、二価の、三価のまたは多価
の金属イオンを使用して架橋できる。そうした架橋したキサンタンゲルは、米国特許第４
、７８２、９０１号明細書中に開示されており、参照により本明細書中に取り込む。キサ
ンタン材料のための好適な架橋剤は、Ａｌ＋３、Ｆｅ＋３、Ｓｂ＋３、Ｚｒ＋４および他
の遷移金属等の金属カチオンを含むがこれらに限られない：。好適な市販されているキサ
ンタンの例は、Ｋｅｌｃｏ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｏｆ　Ｍｅｒｃｋ、Ｓａｎ　Ｄｉｅｇｏ
、ＣＡから入手可能であるＫＥＬＴＲＯＬ（商標）、ＫＥＬＺＡＮ（商標）ＡＲ、ＫＥＬ
ＺＡＮ（商標）Ｄ３５、ＫＥＬＺＡＮ（商標）Ｓ、ＫＥＬＺＡＮ（商標）ＸＺを含むがこ
れらに限られない。公知の有機架橋剤をまた使用できる。好適な架橋されたキサンタンは
、ＫＥＬＺＡＮ（商標）ＡＲであり、スプレーされた場合に大きい粒径のミストまたはエ
アロゾルを生成可能な擬組成の使用溶液を提供する。
【０１３５】
　増粘剤は、表に記載された、または約０．０５～約１０ｗｔ％、約０．１～約８ｗｔ％
、または約０．２ｗｔ％～約６ｗｔ％の量で、本組成物中にあることができる。
【０１３６】
　染料／着臭剤
　香料、および他の美観改良剤を含む種々の染料、着臭剤はまた、組成物中に含まれるこ
とができる。例えば、Ｄｉｒｅｃｔ　Ｂｌｕｅ　８６　（Ｍｉｌｅｓ）、Ｆａｓｔｕｓｏ
ｌ　Ｂｌｕｅ（Ｍｏｂａｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐ．）、Ａｃｉｄ　Ｏｒａｎｇｅ
　７（Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｃｙａｎａｍｉｄ）、Ｂａｓｉｃ　Ｖｉｏｌｅｔ　１０（Ｓａ
ｎｄｏｚ）、Ａｃｉｄ　Ｙｅｌｌｏｗ　２３（ＧＡＦ）、Ａｃｉｄ　Ｙｅｌｌｏｗ　１７
（Ｓｉｇｍａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ）、Ｓａｐ　Ｇｒｅｅｎ　（Ｋｅｙｓｔｏｎ　Ａｎａｌ
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ｉｎｅ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ）、Ｍｅｔａｎｉｌ　Ｙｅｌｌｏｗ（Ｋｅｙｓｔｏｎ
ｅ　Ａｎａｌｉｎｅ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ）、Ａｃｉｄ　Ｂｌｕｅ　９（Ｈｉｌｔ
ｏｎ　Ｄａｖｉｓ）、Ｓａｎｄｏｌａｎ　Ｂｌｕｅ／Ａｃｉｄ　Ｂｌｕｅ　１８２（Ｓａ
ｎｄｏｚ）、Ｈｉｓｏｌ　Ｆａｓｔ　Ｒｅｄ（Ｃａｐｉｔｏｌ　Ｃｏｌｏｒ　ａｎｄ　Ｃ
ｈｅｍｉｃａｌ）、Ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｉｎ（Ｃａｐｉｔｏｌ　Ｃｏｌｏｒ　ａｎｄ　Ｃ
ｈｅｍｉｃａｌ）、Ａｃｉｄ　Ｇｒｅｅｎ　２５（Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ）、およびその
同類のものなどの染料は、組成物の外観を変えるために含まれることができる。
【０１３７】
　組成物中に含まれることができる香料または香水は、例えば、シトロネロール等のテル
ペノイド、アミル桂皮アルデヒド等のアルデヒド、ＣＩＳ－ジャスミンまたはジャスマル
（ｊａｓｍａｌ）等のジャスミン、バニリン、およびその同類のものを含む。
【０１３８】
　染料または着臭剤は、本固体組成物において、約０．００５～約５ｗｔ％、約０．０１
～約３ｗｔ％、または約０．２ｗｔ％～約３ｗｔ％の量で用いることができる。
【０１３９】
　使用組成物
　本グルコン酸カルシウムマグネシウム組成物またはグルコン酸カルシウムマグネシウム
組成物を含有する組成物は、濃縮物または使用溶液の形態で、提供できる。一般的に、濃
縮物は、水を用いて希釈されて、所望のクリーニング、すすぎ、またはその同類のものを
提供するために、物体と接触する使用溶液を提供することを目的とする組成物をいう。使
用溶液は、所望の洗剤特性を有する使用溶液を提供する希釈比率に、濃縮物を水で希釈す
ることによって、濃縮物から調製できる。例示的な態様では、濃縮物は、希釈剤：濃縮物
の重量比で、少なくとも約１：１または約１：１～約２０００：１で、希釈できる。
【０１４０】
　濃縮物は、使用溶液を提供するために、使用する場所で水を用いて希釈できる。洗剤組
成物が自動ウェアーウォッシングまたは皿洗い機中で使用される場合、使用の場所は、自
動ウェアーウォッシング機の内側であろうと予想される。例えば、洗剤組成物が、住居内
のウェアーウォッシング機で使用される場合、組成物は、ウェアーウォッシング機の洗剤
区画内に置かれることができる。機械によって、洗剤は単位用量の形態または多数回使用
の形態で提供されることができる。より大きいウェアーウォッシング機では、大量の洗剤
組成物は、それぞれの洗浄サイクルのための単回投与量の洗剤組成物の解放を可能にする
区画中に提供できる。そうした区画は、ウェアーウォッシング機の一部としてまたはウェ
アーウォッシング機に接続された別個の構造として、提供されることができる。例えば、
洗剤組成物のブロックは、ホッパー中に提供されることができ、そして液体濃縮物を提供
するために、ブロックの表面に対してスプレーされる場合に、ウェアーウォッシング機に
導入されることができる。
【０１４１】
　洗剤組成物はまた、スプレータイプのディスペンサーから投与されることができる。つ
まり、スプレータイプのディスペンサーは、洗剤組成物の一部分を溶解させ、そして次に
ディスペンサーから出た使用溶液を直ちに貯蔵容器に向け、または使用の場所に直接に向
かわせるために、洗剤組成物の露出された表面上に水を衝突させることによって、機能す
る。使用する場合、この製品を包装（例えばフィルム）から取り出し、そしてディスペン
サー内に挿入することができる。水のスプレーは、固体洗剤組成物の形に合う形のノズル
によって作られることができる。ディスペンサーの筺体はまた、正しくない洗剤組成物を
導入し、そして投与することを防ぐために、洗剤組成物の形にぴったり合うことができる
。
【０１４２】
　固体の態様
　本発明はまた、グルコン酸カルシウムマグネシウム組成物を含む固体クリーニング組成
物に関する。例えば、本発明は、グルコン酸カルシウムマグネシウム組成物および所望の
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他の成分の固体ブロックをキャスティングすることを含む。さらなる例によって、本発明
は、グルコン酸カルシウムマグネシウム組成物を含むプレスされた固体ブロックまたはパ
ックを含む。
【０１４３】
　本発明によれば、グルコン酸カルシウムマグネシウム組成物の固体クリーニング組成物
は、粉末または結晶形態のグルコン酸カルシウムマグネシウム組成物を用意する工程；粉
末または結晶形態のグルコン酸カルシウムマグネシウム組成物を溶解させる工程；融解し
たグルコン酸カルシウムマグネシウム組成物を鋳型に移す工程；および融解組成物を固体
化させるために、冷却する工程を含む方法によって、調製できる。
【０１４４】
　本発明によれば、グルコン酸カルシウムマグネシウム組成物の固体クリーニング組成物
は：粉末または結晶形態のグルコン酸カルシウムマグネシウム組成物を用意する工程；グ
ルコン酸カルシウムマグネシウムを穏やかにプレスして、固体（例えば、ブロックまたは
パック）を形成させる工程を含む方法によって調製できる。
【０１４５】
　本開示中で使用される固体クリーニングまたはすすぎ組成物は、例えば、固体、ペレッ
ト、ブロック、および錠剤を含むが粉末を含まない種々の形態を包含する。当然のことな
がら、「固体」の用語は、固体クリーニング組成物の貯蔵および使用の予想された条件下
での、クリーニング組成物の状態をいう。一般的に、洗剤組成物は、約１０００Ｆまでま
たは１２００Ｆ超の温度で提供された場合に、固体のままであることが期待される。
【０１４６】
　ある態様において、固体クリーニング組成物は、単位用量の形態で提供される。単位用
量は、単位の全てが、一回の洗浄サイクルの間に使用されるようなサイズの固体クリーニ
ング組成物の単位をいう。固体クリーニング組成物が単位用量で提供されている場合、約
１ｇ～約５０ｇの質量を有することができる。他の態様において、組成物は、約５０ｇ～
２５０ｇ、約１００ｇ以上、または約４０ｇ～約１１、０００ｇのサイズを有する固体、
ペレット、または錠剤であることができる。
【０１４７】
　他の態様において、固体クリーニング組成物は、ブロックまたは複数のペレット等の多
数回使用の固体の形態で、提供されることができ、そして複数の洗浄サイクルのための水
性洗剤組成物を生成するために繰り返して使用できる。ある態様において、固体クリーニ
ング組成物は、約５ｇ～１０ｋｇの質量を有する固体として提供される。ある態様におい
て、多数回使用の形態の固体クリーニング組成物は、約１～１０ｋｇの質量を有する。さ
らなる態様では、多数回使用の形態の固体クリーニング組成物は、約５ｋｇ～約８ｋｇの
質量を有する。他の態様において、複数回使用の形態の固体クリーニング組成物は、約５
ｇ～約１ｋｇ、または約５ｇおよび～５００ｇの質量を有する。
【０１４８】
　包装システム
　いくつかの態様において、固体組成物は、包装できる。包装容器またはコンテナは、剛
体または柔軟であることができ、そして本発明によって生成された組成物を含有するのに
好適な、例えば、ガラス、金属、プラスチックフィルムまたはシート、ボール紙、ボール
紙複合物、紙、およびその同類のものとして任意の材料でできていることができる。
【０１４９】
　有利なことに、材料に構造的損傷を与えることなく、混合物が、容器または他の包装シ
ステム中で直接形成されることができるように、組成物は、周囲温度において、または周
囲温度の近傍で加工されるので、加工される混合物の温度は、充分に低い。結果として、
融解条件下で加工され、そして容器を製造するために、投入される組成物のために使用さ
れるものより、より広範な材料を使用できる。
【０１５０】
　組成物を含むための使用に好適な包装は、柔軟な、開けやすいフィルム材料から製造さ
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れる。
【０１５１】
　加工された組成物の投与
　本発明による固体クリーニング組成物は、一般的に公知の任意の好適な方法で投与でき
る。クリーニングまたはすすぎ組成物は、米国特許第４、８２６、６６１号明細書、米国
特許第４、６９０、３０５号明細書、米国特許第４、６８７、１２１号明細書、米国特許
第４、４２６、３６２号明細書中、およびｎ米国特許第Ｒｅ３２、７６３号明細書および
米国特許第３２、８１８号明細書（その開示を参照により本明細書中に取り込む）中に開
示された等の、スプレータイプのディスペンサーから投与できる。つまり、スプレータイ
プのディスペンサーは、洗剤組成物の一部分を溶解させ、そして次にディスペンサーから
出た使用溶液を直ちに貯蔵容器に向かわせ、または使用の場所に直接に向かわせるために
、洗剤組成物の露出された表面上に水を衝突させることによって、機能する。使用する場
合、この製品を、包装（例えばフィルム）から取り出し、そしてディスペンサー内に挿入
する。水のスプレーは、固体の形に合う形のノズルによって作られることができる。ディ
スペンサーの筺体はまた、正しくない洗剤を導入し、そして投与することを防ぐために、
洗剤の形にぴったり合うことができる。この水性濃縮物は、一般的に使用の場所（ａ　ｕ
ｓｅ　ｌｏｃｕｓ）に向かわせられる。
【０１５２】
　ある態様では、本組成物は、断続的または連続的のいずれかで水の中に沈めることによ
って、投与できる。この組成物は、例えば、制御されたまたは所定の速度で次に溶解でき
る。この速度は、クリーニングのために効果的である溶解されたクリーニング剤の濃度を
保つのに効果的であることができる。
【０１５３】
　ある態様では、本組成物は、固体組成物から固体を削り、そしてその削ったものと水と
を接触させることによって、投与できる。クリーニングのために効果的であるある濃度の
溶解されたクリーニング剤を提供するために、その削ったものを、水に加えることができ
る。
【０１５４】
　本組成物を用いる方法
　ある態様では、本発明は、本グルコン酸カルシウムマグネシウム組成物またはグルコン
酸カルシウムマグネシウム組成物を含む組成物を用いる方法を含む。例えば、ある態様で
は、本発明は、アルカリ度に曝された材料の表面の腐食を減少させる方法を含む。この方
法は、表面とグルコン酸カルシウムマグネシウム組成物またはグルコン酸カルシウムマグ
ネシウム組成物を含む組成物を含有する液体とを接触させることを含む。この液体は、溶
解されたまたは分散した組成物を含むことができる。この方法はまた、グルコン酸カルシ
ウムマグネシウム組成物またはグルコン酸塩を含む組成物を用意する工程；および液体希
釈剤（例えば、水）中に組成物を溶解させる工程を含むことができる。この方法は、ガラ
ス、セラミック、磁器、またはアルミニウムを含むか、またはガラス、セラミック、磁器
、またはアルミニウムでできた表面もしくは物体を含む種々の表面または物体に、この液
体を適用できる。
【０１５５】
　本組成物は、表面腐食またはエッチングを防止することが望ましい任意の状況において
適用できる。この本組成物は、輸送車両のクリーニングにおいて、または瓶のクリーニン
グにおいて、商用ウェアーウォッシング洗剤組成物中で、自動皿洗いまたはウェアーウォ
ッシング機中でのクリーニングの間の腐食またはエッチングから物品を保護するために、
用いることができる。本組成物を使用できる用途は、：ウェアーウォッシング、リンス助
剤、車両クリーニングおよびケア用途、硬質表面のクリーニングおよび脱染、台所および
風呂のクリーニングおよび脱染、食品および飲料の生産設備、食品加工装置での定置洗浄
作業、一般的な目的クリーニングおよび脱染、瓶洗浄、および工業のクリーナーまたは家
庭のクリーナーを含む。
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【０１５６】
　定置洗浄（Ｃｌｅａｎ　ｉｎ　Ｐｌａｃｅ）
　本発明の腐食防止剤組成物（または本発明の腐食防止剤組成物を含むクリーニング組成
物）のための別の硬質表面クリーニングの用途は、定置洗浄システム（ＣＩＰ）、分解洗
浄システム（ｃｌｅａｎ－ｏｕｔ－ｏｆ－ｐｌａｃｅ　ｓｙｓｔｅｍｓ（ＣＯＰ））、洗
浄除去機（ｗａｓｈｅｒ－ｄｅｃｏｎｔａｍｉｎａｔｏｒ）、滅菌器、繊維製品洗濯機、
超およびナノろ過システムおよび室内空気フィルターを含む。ＣＯＰシステムは、容易に
アクセス可能な洗浄タンク、浸漬容器（ｓｏａｋｉｎｇ　ｖｅｓｓｅｌ）、モップバケツ
、汚水槽、掃除用流し、車両部品洗浄機、非連続的バッチ式洗浄機およびシステム、およ
びその同類のものを含むシステムを含むことができる。
【０１５７】
　定置システムまたは他の表面（すなわち、そこの好ましからざるくずの除去）のクリー
ニングは、加熱された水を導入する本発明の腐食防止剤組成物を含む調合された洗剤を用
いて達成できる。ＣＩＰは、典型的には約４０～約６００リッター／分程度の流量、周囲
温度から約７０℃までの温度、および少なくとも約１０秒、例えば、約３０～約１２０秒
の接触回数を用いる。
【０１５８】
　定置プロセス設備に実質的に固定されたクリーニングの方法は、以下の工程を含む。本
発明の使用溶液は、約４℃～６０℃の範囲の温度にあるプロセス設備に導入する工程。使
用溶液の導入後に、溶液は、容器中に保持され、またはプロセス設備（すなわち、望まし
くない汚れを除くために）をクリーニングするのに充分な時間の間システム中に循環され
る。本組成物の手段によって表面がクリーニングされた後に、使用溶液を、排出させる。
クリーニング工程の完了により、システムを、任意選択的に、飲料水等の他の材料ですす
ぐことができる。組成物は、プロセス設備を通って１０分間以下の間循環できる。
【０１５９】
　比率の態様
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～
２であり、そして水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以上である
。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～
２であり、そして水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．２５以上
である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２
：１～２であり、そして水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．５
以上である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１
～２：１～２であり、そして水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２
以上である。
【０１６０】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．５０
：１～１．５０であり、そして水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、
１以上である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、
１～１．５０：１～１．５０であり、そして水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対す
る重量比は、１．２５以上である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシ
ウム塩の重量比は、１～１．５０：１～１．５０であり、そして水溶性マグネシウム塩の
グルコン酸塩に対する重量比は、１．５以上である。ある態様では、水溶性カルシウム塩
：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．５０：１～１．５０であり、そして水溶性
マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以上である。
【０１６１】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．２５
：１～１．２５であり、そして水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、
１以上である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、
１～１．２５：１～１．２５であり、そして水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対す
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る重量比は、１．２５以上である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシ
ウム塩の重量比は、１～１．２５：１～１．２５であり、そして水溶性マグネシウム塩の
グルコン酸塩に対する重量比は、１．５以上である。ある態様では、水溶性カルシウム塩
：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．２５：１～１．２５であり、そして水溶性
マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以上である。
【０１６２】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり
、そして水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以上である。ある態
様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり、そして
水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．２５以上である。ある態様
では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり、そして水
溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．５以上である。ある態様では
、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり、そして水溶性
マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以上である。
【０１６３】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～
２であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１９：１～１３で
ある。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：
１～２であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１５：１～８
である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２
：１～２であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３～１０：１～
５である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～
２：１～２であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３～８：２～
４である。
【０１６４】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．５０
：１～１．５０であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１９
：１～１３である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比
は、１～１．５０：１～１．５０であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重
量比は、１～１５：１～８である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシ
ウム塩の重量比は、１～１．５０：１～１．５０であり、そして水溶性カルシウム塩：グ
ルコン酸塩の重量比は、３～１０：１～５である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：
水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．５０：１～１．５０であり、そして水溶性カ
ルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３～８：２～４である。
【０１６５】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．２５
：１～１．２５であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１９
：１～１３である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比
は、１～１．２５：１～１．２５であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重
量比は、１～１５：１～８である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシ
ウム塩の重量比は、１～１．２５：１～１．２５であり、そして水溶性カルシウム塩：グ
ルコン酸塩の重量比は、３～１０：１～５である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：
水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．２５：１～１．２５であり、そして水溶性カ
ルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３～８：２～４である。
【０１６６】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり
、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１９：１～１３である。あ
る態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり、そ
して水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１５：１～８である。ある態様
では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり、そして水
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溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３～１０：１～５である。ある態様では、
水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり、そして水溶性カ
ルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３～８：２～４である。
【０１６７】
　ある態様では、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以上であり
、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１９：１～１３である。あ
る態様では、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以上であり、そ
して水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１５：１～８である。ある態様
では、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以上であり、そして水
溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３～１０：１～５である。ある態様では、
水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以上であり、そして水溶性カ
ルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３～８：２～４である。
【０１６８】
　ある態様では、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．２５以上
であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１９：１～１３であ
る。ある態様では、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．２５以
上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１５：１～８であ
る。ある態様では、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．２５以
上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３～１０：１～５であ
る。ある態様では、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．２５以
上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３～８：２～４である
。
【０１６９】
　ある態様では、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．５以上で
あり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１９：１～１３である
。ある態様では、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．５以上で
あり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１５：１～８である。
ある態様では、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．５以上であ
り、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３～１０：１～５である。あ
る態様では、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．５以上であり
、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３～８：２～４である。
【０１７０】
　ある態様では、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以上であり
、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１９：１～１３である。あ
る態様では、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以上であり、そ
して水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１５：１～８である。ある態様
では、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以上であり、そして水
溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３～１０：１～５である。ある態様では、
水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以上であり、そして水溶性カ
ルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３～８：２～４である。
【０１７１】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～
２であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以上であり、そし
て水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１９：１～１３である。ある態様
では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～２であり、
水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以上であり、そして水溶性カ
ルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１５：１～８である。ある態様では、水溶性
カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～２であり、水溶性マグネ
シウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以上であり、そして水溶性カルシウム塩：
グルコン酸塩の重量比は、３～１０：１～５である。ある態様では、水溶性カルシウム塩
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：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～２であり、水溶性マグネシウム塩のグ
ルコン酸塩に対する重量比は、１以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩
の重量比は、３～８：２～４である。
【０１７２】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～
２であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．２５以上であり
、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１９：１～１３である。あ
る態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～２で
あり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．２５以上であり、そ
して水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１５：１～８である。ある態様
では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～２であり、
水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．２５以上であり、そして水
溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３～１０：１～５である。ある態様では、
水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～２であり、水溶性
マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．２５以上であり、そして水溶性カ
ルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３～８：２～４である。
【０１７３】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～
２であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．５以上であり、
そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１９：１～１３である。ある
態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～２であ
り、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．５以上であり、そして
水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１５：１～８である。ある態様では
、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～２であり、水溶
性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．５以上であり、そして水溶性カ
ルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３～１０：１～５である。ある態様では、水溶性
カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～２であり、水溶性マグネ
シウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．５以上であり、そして水溶性カルシウム
塩：グルコン酸塩の重量比は、３～８：２～４である。
【０１７４】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～
２であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以上であり、そし
て水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１９：１～１３である。ある態様
では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～２であり、
水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以上であり、そして水溶性カ
ルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１５：１～８である。ある態様では、水溶性
カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～２であり、水溶性マグネ
シウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以上であり、そして水溶性カルシウム塩：
グルコン酸塩の重量比は、３～１０：１～５である。ある態様では、水溶性カルシウム塩
：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～２であり、水溶性マグネシウム塩のグ
ルコン酸塩に対する重量比は、２以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩
の重量比は、３～８：２～４である。
【０１７５】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．５０
：１～１．５０であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以上
であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１９：１～１３であ
る。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．５
０：１～１．５０であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以
上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１５：１～８であ
る。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．５
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０：１～１．５０であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以
上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３～１０：１～５であ
る。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．５
０：１～１．５０であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以
上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３～８：２～４である
。
【０１７６】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．５０
：１～１．５０であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．２
５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１９：１～１
３である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～
１．５０：１～１．５０であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は
、１．２５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１５
：１～８である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は
、１～１．５０：１～１．５０であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重
量比は、１．２５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３
～１０：１～５である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重
量比は、１～１．５０：１～１．５０であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対
する重量比は、１．２５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比
は、３～８：２～４である。
【０１７７】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．５０
：１～１．５０であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．５
以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１９：１～１３
である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１
．５０：１～１．５０であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、
１．５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１５：１
～８である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１
～１．５０：１～１．５０であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比
は、１．５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３～１０
：１～５である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は
、１～１．５０：１～１．５０であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重
量比は、１．５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３～
８：２～４である。
【０１７８】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．５０
：１～１．５０であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以上
であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１９：１～１３であ
る。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．５
０：１～１．５０であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以
上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１５：１～８であ
る。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．５
０：１～１．５０であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以
上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３～１０：１～５であ
る。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．５
０：１～１．５０であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以
上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３～８：２～４である
。
【０１７９】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．２５
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：１～１．２５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以上
であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１９：１～１３であ
る。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．２
５：１～１．２５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以
上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１５：１～８であ
る。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．２
５：１～１．２５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以
上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３～１０：１～５であ
る。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．２
５：１～１２．５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以
上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３～８：２～４である
。
【０１８０】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．２５
：１～１．２５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．２
５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１９：１～１
３である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～
１．２５：１～１．２５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は
、１．２５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１５
：１～８である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は
、１～１．２５：１～１．２５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重
量比は、１．２５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３
～１０：１～５である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重
量比は、１～１．２５：１～１．２５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対
する重量比は、１．２５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比
は、３～８：２～４である。
【０１８１】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．２５
：１～１．２５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．５
以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１９：１～１３
である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１
．２５：１～１．２５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、
１．５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１５：１
～８である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１
～１．２５：１～１．２５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比
は、１．５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３～１０
：１～５である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は
、１～１．２５：１～１．２５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重
量比は、１．５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３～
８：２～４である。
【０１８２】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．２５
：１～１．２５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以上
であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１９：１～１３であ
る。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．２
５：１～１．２５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以
上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１５：１～８であ
る。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．２
５：１～１．２５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以
上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３～１０：１～５であ
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る。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．２
５：１～１．２５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以
上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３～８：２～４である
。
【０１８３】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり
、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以上であり、そして水溶性
カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１９：１～１３である。ある態様では、水
溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり、水溶性マグネシウ
ム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グル
コン酸塩の重量比は、１～１５：１～８である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水
溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に
対する重量比は、１以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、
３～１０：１～５である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の
重量比は、１：１であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以
上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３～８：２～４である
。
【０１８４】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり
、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．２５以上であり、そして
水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１９：１～１３である。ある態様で
は、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり、水溶性マグ
ネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．２５以上であり、そして水溶性カルシ
ウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１５：１～８である。ある態様では、水溶性カル
シウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり、水溶性マグネシウム塩のグ
ルコン酸塩に対する重量比は、１．２５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコ
ン酸塩の重量比は、３～１０：１～５である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶
性マグネシウム塩の重量比は、１１：１であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に
対する重量比は、１．２５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量
比は、３～８：２～４である。
【０１８５】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり
、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．５以上であり、そして水
溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１９：１～１３である。ある態様では
、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり、水溶性マグネ
シウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．５以上であり、そして水溶性カルシウム
塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１５：１～８である。ある態様では、水溶性カルシウ
ム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり、水溶性マグネシウム塩のグルコ
ン酸塩に対する重量比は、１．５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩
の重量比は、３～１０：１～５である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグ
ネシウム塩の重量比は、１：１であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重
量比は、１．５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３～
８：２～４である。
【０１８６】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり
、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以上であり、そして水溶性
カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１～１９：１～１３である。ある態様では、水
溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり、水溶性マグネシウ
ム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グル
コン酸塩の重量比は、１～１５：１～８である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水
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溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に
対する重量比は、２以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、
３～１０：１～５である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の
重量比は、１：１であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以
上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、３～８：２～４である
。
【０１８７】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～
２であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、４～７：１～３である
。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～
２であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５～６：１～２である
。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～
２であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５．２～５．８：１．
２～１．８である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比
は、１～２：１～２であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１１
：３である。
【０１８８】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．５０
：１～１．５０であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、４～７：
１～３である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、
１～１．５０：１～１．５０であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比
は、５～６：１～２である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩
の重量比は、１～１．５０：１～１．５０であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン
酸塩の重量比は、５．２～５．８：１．２～１．８である。ある態様では、水溶性カルシ
ウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．５０：１～１．５０であり、そして
水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１１：３である。
【０１８９】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．２５
：１～１．２５であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、４～７：
１～３である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、
１～１．２５：１～１．２５であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比
は、５～６：１～２である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩
の重量比は、１～１．２５：１～１．２５であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン
酸塩の重量比は、５．２～５．８：１．２～１．８である。ある態様では、水溶性カルシ
ウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．２５：１～１．２５であり、そして
水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１１：３である。
【０１９０】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり
、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、４～７：１～３である。ある態
様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり、そして
水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５～６：１～２である。ある態様では、
水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり、そして水溶性カ
ルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５．２～５．８：１．２～１．８である。ある態
様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり、そして
水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１１：３である。
【０１９１】
　ある態様では、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以上であり
、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、４～７：１～３である。ある態
様では、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以上であり、そして
水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５～６：１～２である。ある態様では、



(39) JP 5592252 B2 2014.9.17

10

20

30

40

50

水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以上であり、そして水溶性カ
ルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５．２～５．８：１．２～１．８である。ある態
様では、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以上であり、そして
水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１１：３である。
【０１９２】
　ある態様では、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．２５以上
であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、４～７：１～３である。
ある態様では、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．２５以上で
あり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５～６：１～２である。あ
る態様では、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．２５以上であ
り、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５．２～５．８：１．２～１
．８である。ある態様では、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１
．２５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１１：３であ
る。
【０１９３】
　ある態様では、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．５以上で
あり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、４～７：１～３である。あ
る態様では、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．５以上であり
、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５～６：１～２である。ある態
様では、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．５以上であり、そ
して水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５．２～５．８：１．２～１．８で
ある。ある態様では、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．５以
上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１１：３である。
【０１９４】
　ある態様では、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以上であり
、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、４～７：１～３である。ある態
様では、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以上であり、そして
水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５～６：１～２である。ある態様では、
水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以上であり、そして水溶性カ
ルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５．２～５．８：１．２～１．８である。ある態
様では、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以上であり、そして
水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１１：３である。
【０１９５】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～
２であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以上であり、そし
て水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、４～７：１～３である。ある態様では
、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～２であり、水溶
性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以上であり、そして水溶性カルシ
ウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５～６：１～２である。ある態様では、水溶性カルシ
ウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～２であり、水溶性マグネシウム
塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコ
ン酸塩の重量比は、５．２～５．８：１．２～１．８である。ある態様では、水溶性カル
シウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～２であり、水溶性マグネシウ
ム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グル
コン酸塩の重量比は、１１：３である。
【０１９６】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～
２であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．２５以上であり
、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、４～７：１～３である。ある態
様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～２であり
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、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．２５以上であり、そして
水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５～６：１～２である。ある態様では、
水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～２であり、水溶性
マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．２５以上であり、そして水溶性カ
ルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５．２～５．８：１．２～１．８である。ある態
様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～２であり
、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．２５以上であり、そして
水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１１：３である。
【０１９７】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～
２であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．５以上であり、
そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、４～７：１～３である。ある態様
では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～２であり、
水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．５以上であり、そして水溶
性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５～６：１～２である。ある態様では、水溶
性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～２であり、水溶性マグ
ネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．５以上であり、そして水溶性カルシウ
ム塩：グルコン酸塩の重量比は、５．２～５．８：１．２～１．８である。ある態様では
、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～２であり、水溶
性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．５以上であり、そして水溶性カ
ルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１１：３である。
【０１９８】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～
２であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以上であり、そし
て水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、４～７：１～３である。ある態様では
、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～２であり、水溶
性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以上であり、そして水溶性カルシ
ウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５～６：１～２である。ある態様では、水溶性カルシ
ウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～２であり、水溶性マグネシウム
塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコ
ン酸塩の重量比は、５．２～５．８：１．２～１．８である。ある態様では、水溶性カル
シウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～２：１～２であり、水溶性マグネシウ
ム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グル
コン酸塩の重量比は、１１：３である。
【０１９９】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．５０
：１～１．５０であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以上
であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、４～７：１～３である。
ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．５０：
１～１．５０であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以上で
あり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５～６：１～２である。あ
る態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．５０：１
～１．５０であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以上であ
り、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５．２～５．８：１．２～１
．８である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１
～１．５０：１～１．５０であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比
は、１以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１１：３であ
る。
【０２００】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．５０
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：１～１．５０であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．２
５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、４～７：１～３で
ある。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．
５０：１～１．５０であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１
．２５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５～６：１～
２である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～
１．５０：１～１．５０であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は
、１．２５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５．２～
５．８：１．２～１．８である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウ
ム塩の重量比は、１～１．５０：１～１．５０であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン
酸塩に対する重量比は、１．２５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩
の重量比は、１１：３である。
【０２０１】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．５０
：１～１．５０であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．５
以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、４～７：１～３であ
る。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．５
０：１～１．５０であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．
５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５～６：１～２で
ある。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．
５０：１～１．５０であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１
．５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５．２～５．８
：１．２～１．８である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の
重量比は、１～１．５０：１～１．５０であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に
対する重量比は、１．５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比
は、１１：３である。
【０２０２】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．５０
：１～１．５０であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以上
であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、４～７：１～３である。
ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．５０：
１～１．５０であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以上で
あり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５～６：１～２である。あ
る態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．５０：１
～１．５０であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以上であ
り、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５．２～５．８：１．２～１
．８である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１
～１．５０：１～１．５０であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比
は、２以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１１：３であ
る。
【０２０３】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．２５
：１～１．２５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以上
であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、４～７：１～３である。
ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．２５：
１～１．２５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以上で
あり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５～６：１～２である。あ
る態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．２５：１
～１．２５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以上であ
り、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５．２～５．８：１．２～１
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．８である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１
～１．２５：１～１２．５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比
は、１以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１１：３であ
る。
【０２０４】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．２５
：１～１．２５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．２
５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、４～７：１～３で
ある。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．
２５：１～１．２５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１
．２５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５～６：１～
２である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～
１．２５：１～１．２５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は
、１．２５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５．２～
５．８：１．２～１．８である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウ
ム塩の重量比は、１～１．２５：１～１．２５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン
酸塩に対する重量比は、１．２５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩
の重量比は、１１：３である。
【０２０５】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．２５
：１～１．２５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．５
以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、４～７：１～３であ
る。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．２
５：１～１．２５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．
５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５～６：１～２で
ある。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．
２５：１～１．２５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１
．５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５．２～５．８
：１．２～１．８である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の
重量比は、１～１．２５：１～１．２５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に
対する重量比は、１．５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比
は、１１：３である。
【０２０６】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．２５
：１～１．２５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以上
であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、４～７：１～３である。
ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．２５：
１～１．２５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以上で
あり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５～６：１～２である。あ
る態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１～１．２５：１
～１．２５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以上であ
り、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５．２～５．８：１．２～１
．８である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１
～１．２５：１～１．２５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比
は、２以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１１：３であ
る。
【０２０７】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり
、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１以上であり、そして水溶性
カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、４～７：１～３である。ある態様では、水溶性
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カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり、水溶性マグネシウム塩
のグルコン酸塩に対する重量比は、１以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン
酸塩の重量比は、５～６：１～２である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マ
グネシウム塩の重量比は、１：１であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する
重量比は、１以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５．２
～５．８：１．２～１．８である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシ
ウム塩の重量比は、１：１であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比
は、１以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１１：３であ
る。
【０２０８】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり
、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．２５以上であり、そして
水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、４～７：１～３である。ある態様では、
水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり、水溶性マグネシ
ウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．２５以上であり、そして水溶性カルシウム
塩：グルコン酸塩の重量比は、５～６：１～２である。ある態様では、水溶性カルシウム
塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン
酸塩に対する重量比は、１．２５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩
の重量比は、５．２～５．８：１．２～１．８である。ある態様では、水溶性カルシウム
塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１１：１であり、水溶性マグネシウム塩のグルコ
ン酸塩に対する重量比は、１．２５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸
塩の重量比は、１１：３である。
【０２０９】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり
、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．５以上であり、そして水
溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、４～７：１～３である。ある態様では、水
溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり、水溶性マグネシウ
ム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１．５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：
グルコン酸塩の重量比は、５～６：１～２である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：
水溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩
に対する重量比は、１．５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量
比は、５．２～５．８：１．２～１．８である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水
溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に
対する重量比は、１．５以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比
は、１１：３である。
【０２１０】
　ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり
、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、２以上であり、そして水溶性
カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、４～７：１～３である。ある態様では、水溶性
カルシウム塩：水溶性マグネシウム塩の重量比は、１：１であり、水溶性マグネシウム塩
のグルコン酸塩に対する重量比は、２以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン
酸塩の重量比は、５～６：１～２である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マ
グネシウム塩の重量比は、１：１であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する
重量比は、２以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、５．２
～５．８：１．２～１．８である。ある態様では、水溶性カルシウム塩：水溶性マグネシ
ウム塩の重量比は、１：１であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比
は、２以上であり、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１１：３であ
る。
【０２１１】
　本腐食防止剤は、１ｗｔ％のグルコン酸塩を含むことができ、そしてまたこれらの比率
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の態様を提供するために、ある量の水溶性マグネシウム塩および水溶性カルシウム塩を含
むことができる。本腐食防止剤は、２ｗｔ％のグルコン酸塩を含むことができ、そしてま
たこれらの比率の態様を提供するために、ある量の水溶性マグネシウム塩および水溶性カ
ルシウム塩を含むことができる。本腐食防止剤は、３ｗｔ％のグルコン酸塩を含むことが
でき、そしてまたこれらの比率の態様を提供するために、ある量の水溶性マグネシウム塩
および水溶性カルシウム塩を含むことができる。本腐食防止剤は、４ｗｔ％のグルコン酸
塩を含むことができ、そしてまたこれらの比率の態様を提供するために、ある量の水溶性
マグネシウム塩および水溶性カルシウム塩を含むことができる。本腐食防止剤は、５ｗｔ
％のグルコン酸塩を含むことができ、そしてまたこれらの比率の態様を提供するために、
ある量の水溶性マグネシウム塩および水溶性カルシウム塩を含むことができる。本腐食防
止剤は、６ｗｔ％のグルコン酸塩を含むことができ、そしてまたこれらの比率の態様を提
供するために、ある量の水溶性マグネシウム塩および水溶性カルシウム塩を含むことがで
きる。本腐食防止剤は、７ｗｔ％のグルコン酸塩を含むことができ、そしてまたこれらの
比率の態様を提供するために、ある量の水溶性マグネシウム塩および水溶性カルシウム塩
を含むことができる。本腐食防止剤は、８ｗｔ％のグルコン酸塩を含むことができ、そし
てまたこれらの比率の態様を提供するために、ある量の水溶性マグネシウム塩および水溶
性カルシウム塩を含むことができる。本腐食防止剤は、９ｗｔ％のグルコン酸塩を含むこ
とができ、そしてまたこれらの比率の態様を提供するために、ある量の水溶性マグネシウ
ム塩および水溶性カルシウム塩を含むことができる。
【０２１２】
　本腐食防止剤は、１０ｗｔ％のグルコン酸塩を含むことができ、そしてまたこれらの比
率の態様を提供するために、ある量の水溶性マグネシウム塩および水溶性カルシウム塩を
含むことができる。本腐食防止剤は、１１ｗｔ％のグルコン酸塩を含むことができ、そし
てまたこれらの比率の態様を提供するために、ある量の水溶性マグネシウム塩および水溶
性カルシウム塩を含むことができる。本腐食防止剤は、１２ｗｔ％のグルコン酸塩を含む
ことができ、そしてまたこれらの比率の態様を提供するために、ある量の水溶性マグネシ
ウム塩および水溶性カルシウム塩を含むことができる。本腐食防止剤は、１３ｗｔ％のグ
ルコン酸塩を含むことができ、そしてまたこれらの比率の態様を提供するために、ある量
の水溶性マグネシウム塩および水溶性カルシウム塩を含むことができる。本腐食防止剤は
、１４ｗｔ％のグルコン酸塩を含むことができ、そしてまたこれらの比率の態様を提供す
るために、ある量の水溶性マグネシウム塩および水溶性カルシウム塩を含むことができる
。本腐食防止剤は、１５ｗｔ％のグルコン酸塩を含むことができ、そしてまたこれらの比
率の態様を提供するために、ある量の水溶性マグネシウム塩および水溶性カルシウム塩を
含むことができる。本腐食防止剤は、１６ｗｔ％のグルコン酸塩を含むことができ、そし
てまたこれらの比率の態様を提供するために、ある量の水溶性マグネシウム塩および水溶
性カルシウム塩を含むことができる。本腐食防止剤は、１７ｗｔ％のグルコン酸塩を含む
ことができ、そしてまたこれらの比率の態様を提供するために、ある量の水溶性マグネシ
ウム塩および水溶性カルシウム塩を含むことができる。本腐食防止剤は、１８ｗｔ％のグ
ルコン酸塩を含むことができ、そしてまたこれらの比率の態様を提供するために、ある量
の水溶性マグネシウム塩および水溶性カルシウム塩を含むことができる。本腐食防止剤は
、１９ｗｔ％のグルコン酸塩を含むことができ、そしてまたこれらの比率の態様を提供す
るために、ある量の水溶性マグネシウム塩および水溶性カルシウム塩を含むことができる
。
【０２１３】
　本腐食防止剤は、２０ｗｔ％のグルコン酸塩を含むことができ、そしてまたこれらの比
率の態様を提供するために、ある量の水溶性マグネシウム塩および水溶性カルシウム塩を
含むことができる。本腐食防止剤は、２１ｗｔ％のグルコン酸塩を含むことができ、そし
てまたこれらの比率の態様を提供するために、ある量の水溶性マグネシウム塩および水溶
性カルシウム塩を含むことができる。本腐食防止剤は、２２ｗｔ％のグルコン酸塩を含む
ことができ、そしてまたこれらの比率の態様を提供するために、ある量の水溶性マグネシ
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ウム塩および水溶性カルシウム塩を含むことができる。本腐食防止剤は、２３ｗｔ％のグ
ルコン酸塩を含むことができ、そしてまたこれらの比率の態様を提供するために、ある量
の水溶性マグネシウム塩および水溶性カルシウム塩を含むことができる。本腐食防止剤は
、２４ｗｔ％のグルコン酸塩を含むことができ、そしてまたこれらの比率の態様を提供す
るために、ある量の水溶性マグネシウム塩および水溶性カルシウム塩を含むことができる
。本腐食防止剤は、２５ｗｔ％のグルコン酸塩を含むことができ、そしてまたこれらの比
率の態様を提供するために、ある量の水溶性マグネシウム塩および水溶性カルシウム塩を
含むことができる。
【０２１４】
　本発明は、以下の例を参照してより良く理解できる。これらの例は、本発明の具体的な
実施形態の代表的なものであることを目的とし、そして本発明の範囲を制限しないことを
意図する。
【実施例】
【０２１５】
　例１－マグネシウム塩、カルシウム塩およびグルコン酸塩の相乗作用的なアルミニウム
の減少した腐食
　硬質イオン（例えば、カルシウムおよびマグネシウムイオン）およびグルコン酸塩の組
成物は、相乗作用的にアルミニウムの腐食を減少させた。
【０２１６】
　材料および方法
　アルミニウム６０６１（１’’×３’’×１／１６’’）の腐食試験用金属片を、全部
で約４００ｐｐｍの塩化マグネシウム、塩化カルシウム、およびグルコン酸ナトリウムを
有する一連の組成物に浸した。下記の表１は、それぞれの組成物中における塩化マグネシ
ウム、塩化カルシウムおよびグルコン酸塩の実際の量を示す。組成物はまた、腐食の源と
してアルカリ度を提供するために、約４００ｐｐｍの炭酸ナトリウム／水酸化ナトリウム
の５０／５０混合物を含む。この組成物を、組成物の成分と共に混合し、そして均質な混
合物が形成されるまで攪拌することによって調製した。
【０２１７】
　組成物を、２４時間、１６００Ｆで培養した。アルカリ度によってアルミニウム腐食試
験用金属片から溶液中に溶解したアルミニウムの量を決定した。溶液中に存在するアルミ
ニウムの量は、アルミニウム腐食およびエッチングの速度を反映した。
【０２１８】
　結果
　表１は、アルミニウム腐食試験用金属片から除去されたアルミニウムの成分の組成およ
び量を示す。
　表１



(46) JP 5592252 B2 2014.9.17

10

20

30

40

【表９】

【０２１９】
　図１は、マグネシウム、カルシウム、およびグルコン酸塩の濃度の関数として。アルミ
ニウムの減少した腐食を具体的に示す三成分グラフを示す。この三成分グラフは、表１中
のデータを統計プログラムＳｔａｔ－Ｅａｓｅ、Ｍｉｎｎｅａｐｏｌｉｓ、ＭＮから入手
可能であるＤｅｓｉｇｎ　Ｅｘｐｅｒｔ、ｖｅｒｓｉｏｎ　６．０．１１に入力すること
によって作られた。このプログラムは、傾向を見いだし、そして式１：
　溶液中のＡｌ（ｐｐｍ）＝０．０９９６５３×ＣａＣｌ２＋０．０７２５７７×ＭｇＣ
ｌ２＋０．１２２４６×グルコン酸ナトリウム－１．９６２３６Ｅ－００４×ＣａＣｌ２

×ＭｇＣｌ２＋１．３５７２２Ｅ－００４×ＣａＣｌ２×グルコン酸ナトリウム＋７．９
２９９７Ｅ－００５×ＭｇＣｌ２×グルコン酸ナトリウム－４．６１８４５Ｅ－００６×
ＣａＣｌ２×ＭｇＣｌ２×グルコン酸ナトリウム
を展開するために、生のデータを分析した。次に、式１をプロットして、図１に描かれた
三成分グラフを作成した。
【０２２０】
　検討
　図１は、水溶性マグネシウム塩、水溶性カルシウム塩、およびグルコン酸塩が、選択さ
れた相乗作用の比率で、およびその比率を超えて、アルミニウム腐食を減少させたことを
示す。
相乗作用の比率は：
　相乗作用の重量比率
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【表１０】

を含む。
【０２２１】
　例２－マグネシウム塩、カルシウム塩およびグルコン酸塩による、アルミニウム、およ
び亜鉛めっきされたスチールの、他の腐食防止剤より減少した腐食
　硬質イオン（例えば、Ｃａ２＋およびＭｇ２＋）およびグルコン酸塩を含有する腐食防
止剤を従来の腐食防止剤と比較し、そして２種の柔らかい金属、アルミニウム、および亜
鉛めっきされたスチールのより優れた保護を提供することを見いだした。
【０２２２】
　材料および方法
　腐食試験用金属片を、アルミニウム（１１００グレードから）、および亜鉛めっきされ
たスチールから、１’’ｘ３’’のサイズに切断した。腐食試験用金属片をクリーニング
し、秤量し、そして浸漬または泡によって、アルカリ性クリーニング組成物と接触させた
。アルミニウム腐食試験用金属片を８時間浸漬し、亜鉛めっきされたスチール腐食試験用
金属片を２４時間浸漬した。第１の泡立ち方法では、腐食試験用金属片を、泡立ちアルカ
リ性クリーニング組成物の上で懸濁させた、組成物は泡になり、そして腐食試験用金属片
を、８時間泡の中に保持した（Ｇｌｅｗｗｅ　ｆｏａｍｉｎｇ　Ｔｅｓｔ）。第２の泡立
ち方法では、腐食試験用金属片を泡立ちステーション中で懸濁させた。腐食試験用金属片
を、泡立ちアルカリ性クリーニング組成物と接触させ、すすぎ、および乾燥の繰り返しサ
イクルに２４時間曝した。クリーニング組成物と接触させた後で、腐食試験用金属片をク
リーニングし、そして再び秤量した。
【０２２３】
　アルカリ性クリーニング組成物は：
　ｗｔ％
【表１１】

であった。
　試験された腐食防止剤は：５００ｐｐｍのアミンボレート腐食防止剤；５００ｐｐｍア
ミンボレート＋５００ｐｐｍのオキシドペトロのエステル（ｅｓｔｅｒ　ｏｆ　ｏｘｉｄ
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　ｐｅｔｒｏ）；７００ｐｐｍのＣｒｏｄａｓｉｎｉｃ　Ｏ；１７５ｐｐｍのケイ酸カリ
ウム＋１４００ｐｐｍのホウ酸；４２５ｐｐｍのＢｅｒｏｌ　４２５；９００ｐｐｍの亜
硝酸ナトリウム；４００ｐｐｍのＰＥＧ－６００二酸；２０００ｐｐｍのＰＥＧ－６００
；グルコン酸カルシウムマグネシウム組成物＃１（逆（ｉｎｖｅｒｔｅｄ）、１３３ｐｐ
ｍ、２２９ｐｐｍ、５７ｐｐｍ）；グルコン酸カルシウムマグネシウム組成物＃２（３４
４ｐｐｍ、８０ｐｐｍ、５７ｐｐｍ）；塩化カルシウム、塩化マグネシウム、ケイ酸塩（
１８６ｐｐｍ、８０ｐｐｍ、２００ｐｐｍ）；Ａｃｕｓｏｌ、亜硫酸ナトリウム、グルコ
ン酸ナトリウム（３２５ｐｐｍ、１１３０ｐｐｍ、２８２８ｐｐｍ）；塩化カルシウム、
塩化マグネシウム、アミノプロピルシラントリオール（１８６ｐｐｍ、８０ｐｐｍ、２０
０ｐｐｍ）；２００ｐｐｍのアミノプロピルシラントリオール（ＡＰＳＴ）；アミノプロ
ピルシラントリオール前処理；および鉱物性油前処理であった。
【０２２４】
　結果
　１粘当りのミル中の腐食の量を下のグラフに報告する。これらのグラフは、グルコン酸
カルシウムマグネシウム組成物＃１（逆、１３３ｐｐｍ、２２９ｐｐｍ、５７ｐｐｍ）は
、他の腐食防止剤より優れていたことを示す。
　表２－組成物および種々なものを使用した浸漬試験のアルミニウム腐食
　腐食防止剤
【表１２】

【０２２５】
　表３－選択された腐食防止剤を含む組成物ＡおよびＢを使用した浸漬試験のアルミニウ
ムの腐食
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【表１３】

【０２２６】
　表４－組成物Ａおよび種々の腐食防止剤を使用したＧｌｅｗｗｅ　Ｆｏａｍ　Ｔｅｓｔ
のアルミニウムの腐食

【表１４】

【０２２７】
　表５－選択された腐食防止剤を含む組成物ＡおよびＢを使用したＧｌｅｗｗｅ　Ｆｏａ
ｍ　Ｔｅｓｔのアルミニウムの腐食
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【表１５】

【０２２８】
　表６　選択された腐食防止剤を含む組成物ＡおよびＢを使用したフォームステーション
試験のアルミニウムの腐食

【表１６】

【０２２９】
　表７－組成物Ａおよび種々のものを使用した浸漬試験のスチールの腐食
　腐食防止剤
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【表１７】

【０２３０】
　表８－組成物Ｂおよび種々のものを使用した浸漬試験のスチールの腐食
　腐食防止剤
【表１８】

【０２３１】
　表９－選択された腐食防止剤を含む組成物ＡおよびＢを使用したフォームステーション
試験のアルミニウムの腐食
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【表１９】

【０２３２】
　留意すべきは、本明細書および付属の請求項において使用されているように、単数形態
「１つ」「ある」「および」「この」は、内容が明らかにそうでないと示さない限り複数
を含むことである。従って、例えば、「１つの化合物」を含有する組成物への言及は、２
つまたは３つ以上の化合物の混合物を含む。留意すべきは、「または」の用語は、内容が
そうでないと明らかに示さない限り、一般的に「および／または」を含むその意味で用い
られることである。
【０２３３】
　留意すべきは、本明細書および付属の請求項において使用されているように、「構成さ
れた」の用語は、特別な仕事を行うか、または特別な設定を採用するために組み立てられ
または構成されたシステム、装置、または他の構造を記載することである。「構成された
」の用語は、並べられたそして構成された、組み立てられそして並べられた、適合されそ
して構成された、適合された、組み立てられた、製造されそして並べられた、およびその
同類のもの等の他の類似の語句と入れ替えて使用できる。
【０２３４】
　本明細書の全ての出版物および特許出願は、本発明が関係する当業者のレベルの指標と
なる。全ての出版物および特許出願は、参照により、それぞれの個々の出版物または特許
出願を、特定的におよび個々に参照して示したかのような程度まで本明細書中に取り込ま
れる。
【０２３５】
　本発明を、種々の具体的および好ましい態様および技術を参照して記載した。しかし、
当然のことながら、本発明の精神および範囲内にありながら、多くの変化および改質がな
される。
（態様１）
　約１～約９８ｗｔ％の、水溶性カルシウム塩および水溶性マグネシウム塩と、
　約１～約６０ｗｔ％のグルコン酸塩と、
を含み、
　水溶性マグネシウム塩：水溶性カルシウム塩の重量比が、約１～２：１～２であり、水
溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比が、１より大きく、そして水溶性カル
シウム塩：グルコン酸塩の重量比が、約１～１９：１：１３である、
腐食防止組成物。
（態様２）
　水溶性マグネシウム塩：水溶性カルシウム塩の重量比が、約１～１．５：１～１．５で
あり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比が、１．２５より大きく、そ
して水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比が、約１～１５：１～８である、態様１
の組成物。
（態様３）
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　水溶性マグネシウム塩：水溶性カルシウム塩の重量比が、約１～１．２５：１～１．２
５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比が、１．５より大きく、
そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比が、約３～１０：１～５である、態様
１の組成物。
（態様４）
　水溶性マグネシウム塩：水溶性カルシウム塩の重量比が、約１：１であり、水溶性マグ
ネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比が、２より大きく、そして水溶性カルシウム塩
：グルコン酸塩の重量比が、約３～８：２～４である、態様１の組成物。
（態様５）
　該グルコン酸塩が、グルコン酸ナトリウム、グルコン酸リチウム、グルコン酸カリウム
またはそれらの混合物からなる群から選択される、態様１の組成物。
（態様６）
　該水溶性マグネシウム塩が、酢酸マグネシウム、安息香酸マグネシウム、臭化マグネシ
ウム、臭素酸マグネシウム、塩素酸マグネシウム、塩化マグネシウム、クロム酸マグネシ
ウム、クエン酸マグネシウム、ギ酸マグネシウム、ヘキサフルオロケイ酸マグネシウム、
ヨウ素酸マグネシウム、ヨウ化マグネシウム、乳酸マグネシウム、モリブデン酸マグネシ
ウム、硝酸マグネシウム、過塩素酸マグネシウム、ホスフィン酸マグネシウム、サリチル
酸マグネシウム、硫酸マグネシウム、亜硫酸マグネシウム、チオ硫酸マグネシウム、それ
らの水和物、およびそれらの混合物からなる群から選択される、態様１の組成物。
（態様７）
　該水溶性カルシウム塩が、酢酸カルシウム、安息香酸カルシウム、臭素酸カルシウム、
臭化カルシウム、塩素酸カルシウム、塩化カルシウム、クロム酸カルシウム、リン酸二水
素カルシウム、ジチオン酸カルシウム、ギ酸カルシウム、グルコン酸カルシウム、グリセ
ロリン酸カルシウム、硫化水素カルシウム、ヨウ化カルシウム、乳酸カルシウム、メタケ
イ酸カルシウム、硝酸カルシウム、亜硝酸カルシウム、パントテン酸カルシウム、過塩素
酸カルシウム、過マンガン酸カルシウム、リン酸カルシウム、ホスフィン酸カルシウム、
サリチル酸カルシウム、コハク酸カルシウム、それらの水和物、およびそれらの混合物か
らなる群から選択される、態様１の組成物。
（態様８）
　約０．５ｗｔ％未満の亜鉛含有化合物を含む、態様１の組成物。
（態様９）
　約０．５ｗｔ％未満のアルミニウム含有化合物を含む、態様１の組成物。
（態様１０）
　約０．５ｗｔ％未満のリン含有化合物を含む、態様１の組成物。
（態様１１）
　ウェアーウォッシングまたは自動皿洗いのための洗剤であって、該洗剤は、
　アルカリ源および約０．０１～約２０ｗｔ％の腐食防止剤を含み、
該腐食防止剤は、約１～約９８ｗｔ％の、水溶性カルシウム塩および水溶性マグネシウム
塩、および、約１～約６０ｗｔ％のグルコン酸塩を含み、
　水溶性マグネシウム塩：水溶性カルシウム塩の重量比は、約１～２：１～２であり、水
溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１より大きく、そして水溶性カル
シウム塩：グルコン酸塩の重量比は、約１～１９：１：１３である、洗剤。
（態様１２）
　約０．１～約１０ｗｔ％の腐食防止剤を含む、態様１１の洗剤。
（態様１３）
　界面活性剤をさらに含む、態様１１の洗剤。
（態様１４）
　水溶性マグネシウム塩：水溶性カルシウム塩の重量比が、約１～１．５：１～１．５で
あり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比が、１．２５より大きく、そ
して水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比が、約１～１５：１～８である、態様１
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１の洗剤。
（態様１５）
　水溶性マグネシウム塩：水溶性カルシウム塩の重量比が、約１～１．２５：１～１．２
５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比が、１．５より大きく、
そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比が、約３～１０：１～５である、態様
１１の洗剤。
（態様１６）
　水溶性マグネシウム塩：水溶性カルシウム塩の重量比が、約１：１であり、水溶性マグ
ネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比が、２より大きく、そして水溶性カルシウム塩
：グルコン酸塩の重量比が、約３～８：２～４である、態様１１の洗剤。
（態様１７）
　該グルコン酸塩が、グルコン酸ナトリウム、グルコン酸リチウム、グルコン酸カリウム
またはそれらの混合物からなる群から選択される、態様１１の洗剤。
（態様１８）
　該水溶性マグネシウム塩が、酢酸マグネシウム、安息香酸マグネシウム、臭化マグネシ
ウム、臭素酸マグネシウム、塩素酸マグネシウム、塩化マグネシウム、クロム酸マグネシ
ウム、クエン酸マグネシウム、ギ酸マグネシウム、ヘキサフルオロケイ酸マグネシウム、
ヨウ素酸マグネシウム、ヨウ化マグネシウム、乳酸マグネシウム、モリブデン酸マグネシ
ウム、硝酸マグネシウム、過塩素酸マグネシウム、ホスフィン酸マグネシウム、サリチル
酸マグネシウム、硫酸マグネシウム、亜硫酸マグネシウム、チオ硫酸マグネシウム、それ
らの水和物、およびそれらの混合物からなる群から選択される、態様１１の洗剤。
（態様１９）
　該水溶性カルシウム塩が、酢酸カルシウム、安息香酸カルシウム、臭素酸カルシウム、
臭化カルシウム、塩素酸カルシウム、塩化カルシウム、クロム酸カルシウム、リン酸二水
素カルシウム、ジチオン酸カルシウム、ギ酸カルシウム、グルコン酸カルシウム、グリセ
ロリン酸カルシウム、硫化水素カルシウム、ヨウ化カルシウム、乳酸カルシウム、メタケ
イ酸カルシウム、硝酸カルシウム、亜硝酸カルシウム、パントテン酸カルシウム、過塩素
酸カルシウム、過マンガン酸カルシウム、リン酸カルシウム、ホスフィン酸カルシウム、
サリチル酸カルシウム、コハク酸カルシウム、それらの水和物、およびそれらの混合物か
らなる群から選択される、態様１１の洗剤。
（態様２０）
　約０．５ｗｔ％未満の亜鉛含有化合物を含む、態様１１の洗剤。
（態様２１）
　約０．５ｗｔ％未満のアルミニウム含有化合物を含む、態様１１の洗剤。
（態様２２）
　約０．５ｗｔ％未満のリン含有化合物を含む、態様１１の洗剤。
（態様２３）
　界面活性剤および約０．０１～約２０ｗｔ％の腐食防止剤を含む、硬質表面クリーナー
であって、
　該腐食防止剤は、約１～約９８ｗｔ％の、水溶性カルシウム塩および水溶性マグネシウ
ム塩と、約１～約６０のｗｔ％のグルコン酸塩とを含み、
　水溶性マグネシウム塩：水溶性カルシウム塩の重量比は、約１～２：１～２であり、水
溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１より大きく、そして水溶性カル
シウム塩：グルコン酸塩の重量比は、約１～１９：１：１３である、硬質表面クリーナー
。
（態様２４）
　約０．１～約１０ｗｔ％の腐食防止剤を含む、態様２３のクリーナー。
（態様２５）
　アルカリ源をさらに含む、態様２３のクリーナー。
（態様２６）
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　約０．１～約１０ｗｔ％の腐食防止剤を含む、態様２３のクリーナー。
（態様２７）
　界面活性剤をさらに含む、態様２３のクリーナー。
（態様２８）
　水溶性マグネシウム塩：水溶性カルシウム塩の重量比が、約１～１．５：１～１．５で
あり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比が、１．２５より大きく、そ
して水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比が、約１～１５：１～８である、態様２
３のクリーナー。
（態様２９）
　水溶性マグネシウム塩：水溶性カルシウム塩の重量比が、約１～１．２５：１～１．２
５であり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比が、１．５より大きく、
そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比が、約３～１０：１～５である、態様
２３のクリーナー。
（態様３０）
　水溶性マグネシウム塩：水溶性カルシウム塩の重量比が、約１：１であり、水溶性マグ
ネシウム塩：グルコン酸塩の重量比が、２：１であり、そして水溶性カルシウム塩：グル
コン酸塩の重量比が、約３～８：２～４である、態様２３のクリーナー。
（態様３１）
　該グルコン酸塩が、グルコン酸ナトリウム、グルコン酸リチウム、グルコン酸カリウム
またはそれらの混合物からなる群から選択される、態様２３のクリーナー。
（態様３２）
　該水溶性マグネシウム塩が、酢酸マグネシウム、安息香酸マグネシウム、臭化マグネシ
ウム、臭素酸マグネシウム、塩素酸マグネシウム、塩化マグネシウム、クロム酸マグネシ
ウム、クエン酸マグネシウム、ギ酸マグネシウム、ヘキサフルオロケイ酸マグネシウム、
ヨウ素酸マグネシウム、ヨウ化マグネシウム、乳酸マグネシウム、モリブデン酸マグネシ
ウム、硝酸マグネシウム、過塩素酸マグネシウム、ホスフィン酸マグネシウム、サリチル
酸マグネシウム、硫酸マグネシウム、亜硫酸マグネシウム、チオ硫酸マグネシウム、それ
らの水和物、およびそれらの混合物からなる群から選択される、態様２３のクリーナー。
（態様３３）
　該水溶性カルシウム塩が、酢酸カルシウム、安息香酸カルシウム、臭素酸カルシウム、
臭化カルシウム、塩素酸カルシウム、塩化カルシウム、クロム酸カルシウム、リン酸二水
素カルシウム、ジチオン酸カルシウム、ギ酸カルシウム、グルコン酸カルシウム、グリセ
ロリン酸カルシウム、硫化水素カルシウム、ヨウ化カルシウム、乳酸カルシウム、メタケ
イ酸カルシウム、硝酸カルシウム、亜硝酸カルシウム、パントテン酸カルシウム、過塩素
酸カルシウム、過マンガン酸カルシウム、リン酸カルシウム、ホスフィン酸カルシウム、
サリチル酸カルシウム、コハク酸カルシウム、それらの水和物、およびそれらの混合物か
らなる群から選択される、態様２３のクリーナー。
（態様３４）
　約０．５ｗｔ％未満の亜鉛含有化合物を含む、態様２３のクリーナー。
（態様３５）
　約０．５ｗｔ％未満のアルミニウム含有化合物を含む態様２３のクリーナー。
（態様３６）
　約０．５ｗｔ％未満のリン含有化合物を含む、態様２３のクリーナー。
（態様３７）
　クリーニングの間に腐食を防止する方法であって、
　該方法は：
　約１～約９８ｗｔ％の、水溶性カルシウム塩および水溶性マグネシウム塩、および約１
～約６０ｗｔ％のグルコン酸塩を含む腐食防止剤を用意する工程であって、水溶性マグネ
シウム塩：水溶性カルシウム塩の重量比は、約１～２：１～２であり、水溶性マグネシウ
ム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１より大きく、そして水溶性カルシウム塩：グル



(56) JP 5592252 B2 2014.9.17

10

20

30

40

50

コン酸塩の重量比は、約１～１９：１：１３である、工程と、
　該腐食防止剤の水性用組成物を用意する工程と、
　クリーニングを必要とする物体と、該水性用組成物とを接触させる工程と、
を含む、方法。
（態様３８）
　ウェアーを洗浄する方法であって、
　該方法は、
　ウェアーウォッシングまたは自動皿洗いのための洗剤を用意する工程であって、該洗剤
は、アルカリ源および約０．０１～約２０ｗｔ％の腐食防止剤を含み、該腐食防止剤は、
約１～約９８ｗｔ％の、水溶性カルシウム塩および水溶性マグネシウム塩、および約１～
約６０ｗｔ％のグルコン酸塩を含み、水溶性マグネシウム塩：水溶性カルシウム塩の重量
比は、約１～２：１～２あり、水溶性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、
１より大きく、そして水溶性カルシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、約１～１９：１：
１３である、工程と、
　ウェアーウォッシングまたは自動皿洗いのための該洗剤の水性用組成物を用意する工程
と、
　該ウェアーと該水性用組成物とを接触させる工程と、
を含む、方法。
（態様３９）
　硬質表面のクリーニング方法であって、
　該方法は：
　界面活性剤および約０．０１～約２０ｗｔ％の腐食防止剤を含む、硬質表面クリーナー
を用意する工程であって、該腐食防止剤は、約１～約９８ｗｔ％の、水溶性カルシウム塩
および水溶性マグネシウム塩、および約１～約６０ｗｔ％のグルコン酸塩を含み、水溶性
マグネシウム塩：水溶性カルシウム塩の重量比は、約１～２：１～２であり、水溶性マグ
ネシウム塩：グルコン酸塩の重量比は、１：１であり、そして水溶性カルシウム塩：グル
コン酸塩の重量比は、約１～１９：１：１３である、工程と、
　該硬質表面クリーナーの水性用組成物を用意する工程と、
　該硬質表面と、該水性用組成物とを接触させる工程と、
を含む、方法。
（態様４０）
　食品または飲料加工設備における腐食防止の方法であって、
　該方法は：
　アルカリ性クリーナーまたは約０．０１～約１００ｗｔ％の腐食防止剤を含む、腐食制
御組成物を用意する工程であって、該腐食防止剤は、約１～約９８ｗｔ％の、水溶性カル
シウム塩および水溶性マグネシウム塩、および１～約６０ｗｔ％のグルコン酸塩を含み、
水溶性マグネシウム塩：水溶性カルシウム塩の重量比は、約１～２：１～２であり、水溶
性マグネシウム塩のグルコン酸塩に対する重量比は、１より大きく、そして水溶性カルシ
ウム塩：グルコン酸塩の重量比は、約１～１９：１：１３である、工程と
　該アルカリ性クリーナーの水性用組成物を用意する工程と、
　約４℃～６０℃の範囲内の温度で該プロセス設備中に、該水性用組成物を導入する工程
と、
　クリーニングするのに充分な時間の間、該水性用組成物を容器中に保持するか、または
該水性用組成物を該システム中に循環させる工程、および該容器またはシステムから、該
水性用組成物を排出させる工程と、
を含む、方法。
（態様４１）
　約０．０５ｗｔ％～約１５ｗｔ％の界面活性剤を含む、態様２３の組成物。
（態様４２）
　該界面活性剤が、アニオン性界面活性剤、非イオン性界面活性剤、カチオン性界面活性
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剤、両性イオンの界面活性剤、およびそれらの混合物からなる群から選択される、態様２
３の組成物。
（態様４３）
　該アルカリ源が、アルカリ金属炭酸塩、アルカリ金属水酸化物、およびそれらの混合物
からなる群から選択される、態様１１の組成物。
（態様４４）
　該アルカリ源が、炭酸ナトリウム、炭酸カリウム、重炭酸ナトリウム、重炭酸カリウム
、セスキ炭酸ナトリウム、セスキ炭酸カリウム、およびそれらの混合物からなる群から選
択される、態様１１の組成物。
（態様４５）
　該アルカリ源が、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、およびそれらの混合物からなる
群から選択される、態様１１の組成物。

【図１】
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